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南 部 鋳 金工芸 点描

1 1句.'ff；鉄｝副長tHll日発リ：

2 jljjJ：仁業の現況

3 鉄版のず：祢の変j:/1

4 鉄｝艇の製造二「.fi1凶点

5 鉄瓶の表と哀

6 jJ；版づくう今日

第一品挽き m
m二，j;f; 鈎かげ欽l脱
第三，J; 持 肌

7 誕の鳴る鉄！阪

8 I十Jr;r;Jt）阪の 「鉄公ttiニ1

9 必笠 ・i,J阪の11'・

10 おit~のi品！交

11 戦rf，と市却鉄l阪J是非
12 i，.；鉱泉

13 ¥'r; j主1らjil

14 ？と 錦．

15 -J;_· 持物 f~li

16 木村松木msの生紅
17 ,;-1 ta; i,'f光「F鍋

1 .南部鉄瓶の原料開発史

下斗米 武

「南部欽）恒」の原料が砂鉄ゃれ鉄なのて、どこにも！日・fr：されているものではなし、。従って、鉄民i慌

の開発一一保鉱先見の初則にさかのべって考えて入ると、発見の動機となったのは、金山の探鉱に

伴 っていることが思い浮ぶのてあるわ

今~.1よる1210余年前、天‘17-20if，；二、｜冷リ4γがバiノミ．干ノ、仏苅j告のII！台、砂金叩Oj,f,jを献上したことが・

あった。これが；！手火線となって、北 1-.JI I紡のllll・Uiが船主って、ぶから入り込んだ人述で、山 1J,Jに

130以上の企山｜問先の跡を見IHすことがII¥;Iミ る z いかに吋ll~i,l!Mやかだ ったか担保に慨くなし 、。

この金l111)目先に伴って．鉄鉱m問｛もi:た＇.＇.日；，Uにあることが＇!'IJIリjした。以内鉄鉱床分イIiも34鉱11lに
及んでいる。然し乍ら渇fl)j:の技術は、金t'ffil!は持gに／I¥;I~たが 、 鉄鉱行のi'ff.Pi'（！上なかなか焼かし

く、多f.f（の紙,nと汲々ならぬ針）J乞払 って、Ir;(ltfi(t',J) ii.よ－てJtfj告が（j-われていたのて、：，，：も少々くJ.'t

- 2 ー



：主，f/-，で、jr主掠やfi¥fi'fや£＇！ Jl..－の－rmに用いられていたに過ぎなかった。

しカ‘し、奈良，：11時代に人って、＇＇＂司 ikのfi'iVi訟が，ji:-Jq；に，；q人＿＇：..／Lてから 「金陪」が全国に移動し

て鉄新銀を行って歩いている。

この「金屋Jも肢術が；ff；むにつれて 「貯鍛治l「延鉄師J「持物師」 に分業化されたが、地方事

業にも詳しくなって 、 それぞれの土地に定着するようになった。子｜玉県対＜.iJ~rli羽田 IIIJの鋳物集団地

は、北上川筋でー殺倉地引を!9；~えたl},gf:よ？にそれらの人々が民団地化されたものと言える。

また、県北の人里離れた山11nrn1には、燃料用木炭を自ら生産しながら土着して鋳造していたもの

もあったが、これ等の一部にほ 「街銭」のj/jjむも行われた物語りもある。

この隊に原料にl.l.（まれた下地があったので、＇！：！..永年1::1、南部泌が八戸から居城を盛岡に移すこと

になった川、rp:I-Iiから鈴木選訟を、二戸天台手iの飽がにとパわれる Ii板茂右エ｜“l・京の人 ・小泉

仁左エ！”1~－r・を御持物ぬIi 、 iJII笹川としてそれぞれ I:1 し抱えて 、 iあ二 、 弘主 ・ 鉄）fl{に名をとどめるに至

ったものである。

2.鋳鉄工業の現況

iltri!liのf;長に、金山IJ日発から発端して鉄資源のIHHcをii千び、時はその手IJJrlに）Jをfl:l、だが、特に南

部鉄）似をLJ.r肢に発IJ毛を辿 っている。

そのIUJ、い；：， l 、ろの変~もあったが、近世に烹って 、 中央からill ＜雌れ北偏しているとし、う不利

と寒冷j也という自然条件の不利から小失業界に較べると｛1J1民の！立が少なく、後；ru也滅的様相を呈す
るに主 っているが、再び台iiJiの兆しが見える。

南部鉄）侃の生産は平衡状態のまま続けられているが、IIキ（℃のH主移に応じて、伝統技術を生かした

近代的工芸鋳物が台、速に台頭し 、 欽）民生産~；jの約 3f；訟をさi三j］［する迄に発展していることと、更に生

型鋳物の工去生産は更に機械鈍物生rtへと発展せしめ、：，＿＿，央メーカーよりの下請負生産が:t_，.速に進

展するに宅 っている。その生J廷は、コて京$／J物の約2倍以上に及ぶであらう。

J!ll ＇！：；，生jf[市l順；こみると 、機ll!U/J物を筆頭に工芸持物 ・jjJ民・「l用品鋳物のII固となっている。現在

のオ.：M業界の全誤！（上、lljjらかにこれを張付けているものである。
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2 、 同一~主体の，，，で ． 持活が一部！”iをな 1 ているトのにつトて！t、鈎j己｜目係Fer::n 1::. ! -r 
抽出している。

3 、 ~ur：官（［：士 、 政｝鼠 l低I'l、主主品、11rn ，＇，川（j3 ｛江川、機械部品（持吹LI日Ii栴）約8億円
総計約12信；円程度で・ある。

南部鉄瓶は大iE7～8年頃、同民生活の向上に｛’ドうg,：呪Jのi刊たで、生F医者のみでも 130工場、

300人を越える従業只を擁していた頃が最措Wlで、／？でほ約半分以下iこ減少していることとなる。

一 一今市の見通し 一一

渇釜や鉄瓶の積額は、300年の問先人述の合lj索にかかるも数百数千に及ぶだろうが生活保式の変

遷等によって、 ~－：i級品を主休に相変らず現在と余り変らぬ生躍を持続するだろう 。

然し乍ら、近代生活にマッチした工芸鋳物l土、伝統技術も或る而に生かされ、デザインの研究と

fiilf!：工夫によって、益セJ,~. j)j')'(I ｝ぐ1－る傾向を辿ってL、るし 、jり！作されているところでもある。

本県の機憾持物については、柄＜ i,~li'"t!m't:\'f. したばかりであるのてでに発展することが予約されて

いると；；－っても）／；，＼ I ；ーではないと忠う。

本y；~の鋳物工. ::r~ ： 工i号笠から充足／J したものてあるが、 前途tl々たるものがあると考え度L 、。

3、鉄 瓶 の 名 称

「岩手県が守森県より北にあるでし工う。Jと応えた人でも、「鹿岡県科手市 ！と言・った人で七、

「南部鉄瓶と南町駒のP在地ですよりと物，，－，せば、生れ放射iを1t（ぐ解ってnえる。
「藤田まことJ でないが 、 .11~の汚i：こ見えたり 、 かねの｜主に苛1同に見えるのかも知lれなL 、。 南部鉄聞

とか南部馬は、11＊中准，hて・1知っている1長代印匁を受けているc

この 「南部鉄瓶I！士、今では「；＇）.1Uf I と同 I~；訴になって 、 fl 本同 ，t， どこで・1-j：＿陀されたものでも

「南部鉄瓶」とnf体していろ担、一般化しているn

東北では、 1111防！？と慌附市、，j(i尺d1とがi1(J也となっているが、前者は 了IL!Jf"HY1部鉄瓶」とのレッ

テルを張り 、後者：t r iri ri1:s1; 1阻」のレッテル々伝ってTITJl'iiこII＼ている。

前者は、後者の数倍以上のl,l：慌をlているので 、！よくT!Jl坊に111廻っている鉄1闘を代表している時

なものであろう。

鉄瓶は、 最初から現ずI：の~~に近い波－て 、 fillられたものではなL、。

最初、笹や向笠がr「lられていたのえと、約20011-:. f'i¥ ,,ii、I千j;'Ii¥務お抱えの「術！？在附，小以家3代仁木
エ門が、茶道にfithれる1k1~の、j·訟を縮め 、 l l と肢と~訓干IIよ くつけ C作 ったら、見た感じもよく

使用も小：l~if史利なので、次々に改良が』｜！えられて、現frの1,:1艇のJ¥;lが誕生したと7；われている。

小泉家3代｛二Ir.エ11111工、i'，陀であって然、のt,f'Iτ，＇..＇，1cノ？の111：；二伐すと共に、このす：王i:.,lい者也！

とその完成からして、鉄lUiの組ともfがすべき人材てあるJ

当時、渇釜に口と伎をfつけたもの会「鉄，終i'ii'！と称してレたが、J℃従「薬ltli笠！とJい、更 に

「手取各Jと称し、速に「i1；瓶lと名づける出にたった4，のて、その｜川、約100午の年月た終．過l

- 4ー



iH部鉄瓶製造工位凶去
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てl、るとL、う。

4.鉄瓶の製造工程

ネー引の持金T；＇.；：と云えば、i弘益、jJJ民、花加、灰1111等いろいろある。 その発展展開をヂiみると機

減鈍物もあって、近代鋳物工業の・J，主l、を築いたi弘2在、鉄）恒（主、当日残りをとどめているとコえ！王、そ

うも表現されるも！比本が低下しているのが現状である。

然し、本；命l士、この際：とをもち什となっている扶）民を，1，心に物語ろうとするものであるから、い

くた先人述が研究を市ねて、現代に引絞がれている、鉄1民っくりの工程分析を先ず参考にお知 らせ

しなtt)t（王ならないと巴うc

尚 、 鉄 ）U｛づくりの I・J;j~ 1.どこも 、 z：剥j {i'::たがらいので 、 ’i'::..~！.：の比’ア－ゃ必1::iてはその全工科を),i る

わけ；ニ：.t1 lかない，ピつうc

れるのである。

tくのJJ,¥{tこの工程J；主 l：の一つ、二つを見向るに過ぎないだらうと思わ

このーにも：｜χl:i、一品製「｜：のJ-1,;（，の工科分析てあること会1;n，.；・してJ；く ＝

さて、次表（よ、この U'i¥lズI;i_~である。
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5.鉄瓶の裏 と表

r '"/ ！＇~て 、 主主胤のどらうの1n き )jが 1［しいか？ 」

正iこ物識り l!'j.上のクイズ川粋である。

茶道の表千家、 ？）』＇l’＇~｛のお向Ii庶さんj主でさえ 、 鉄）阪にう~と表とがんる’乎と ． 士 、 ·~＇iiall{ ( 1(11／仁L、JiIJ°; 

乞い。

段付if十の 7~11:.＿；主が 、 ＇）1tl'i1 で 、 鉄l阪i二二つの l",HJiとをつ：fょうとナるll'i':t、伎をNとんで 、両側：ニ一つ

宛デザインすれ：ぎよいのだが ‘ 岳地忠く一つの｜引五乞つけることになれゴ 、 ft,f 処、こその一つ~つけ

てよいか、先す！）j[をti請をrであうう。
ょのことを解明していな：－r,iL；ど 、 供）阪を棚の 1-.iニ f!fli ったり 、 IJiむ会のIJ込〆d:ぷがli~f ダIJするときには

々Ill！；［.；ったi汗モ ）jをすることになる ようしたJ必f、ド：こ七、1EニLlづdげIJ{.:-1L/ t: .I'.、＇，；f((.!tが れい

たのかナアー お必のあゐ／Jiff: n·：，、~ナ γ ！ と〈ぶ二b・ヵ‘るの

ニウしたここがJll'.ii Iかどう泊、は不明だが、全1(1i(l'-J，ニボ千ボチの‘ら心i{1;:it、IH｛ワ、糸 口の以版、いう

いみな持li}L.こょっ ζ感覚をII＼した欽）Uiが、Jlifがなく 、i引・ll .てL、る といってが：f! L Jるし 、「｜：ゐ 行i,

;.i.~ ＞？ -i，去を号える必要むないのて！！既知とパえる

~イ~し 、 こうし ，三1!lf）也物て·／；.，っても、 Jt ！臼［ O):)L ｝とが削ってl· ，＼：十 i.t'.f 、 li~（のl ’.：－ ，~ll'j" . 二 、 1I{.:-lr-:1こ

,;.1：すごi泣くか、イイ乞1,,1:tてii'i:＜ぅ、でJit'i.会悩ますのてあるο

従って、鉄l阪の’i,1・t議とし： 、jll阪のウヲ． 1・モテ：二.~；！！ っこれいてmの’fい . ） ：あると.＇，！；、・〉 》

さて、IF：併之、び（心のI，：が11:L いれき )j~＇ ているのて.：~ゐ ｛，；二l:J:1阪のll会1r,1:r .~ょ川 、 その 1 1 :

!Hiヵ：ぷて、見えなL、：fliが：）』と・工ゐ

その到11!1：よ、為：人の1liiて .r, rてJ.'.UiJiの説会j）；｛っし必乞11:＜助；＇t.存人から矧’江主JLゐ111i1／：｝え
で 、そこにい，H、みな夫しい間以が打＇IiかjLてし、な：j-,/L: J:. ,'.i: ！ニバ亡しニと、ニ）品、コ、ゐ

l旬（flStU低めPril也の，，【，，倹研究桃山てあゐ L五＇？m’！平19jO）ドljJとン；〈にf,11iら！t = l ・ ~ II IJ1H’I' ＇ポ I＇、J ·«~久栄作 、

jょ広の山nfu失IUiも、伝統を，；｛jゐ1Hi;1；倒！盃（：11iの）j々 の1Ufiのr1:'vi t .’，：；，； h二？’I;11/[i.l) 11 ·~ イ 1に し lご li見 fタIJ さ
れていゐJ

6. 鉄瓶づく りの今昔

一一泊－，i,f; 悦き J\1~ I一一
jl I/Jiをつくら，二：J.、先すデザインの決定iこJ,(l、二 ，穴，（／）!Xiえ。J免許可jl 会 Jくる

ー噌 日 一



今では、この挽きJ¥1！（主、鉄｝艇の附dtJi1(1iを、鉄似て明If{•J 、 JIH」免 1\i.（ 、 ！記抑＇Wを一つのものにま とめ

'1.'"；二、lJ・, (llln1、llt.批き j引をもつくる係；二組；＇，せてある。誌をつ くる にて、日1,j)j；こ他Jillている

ニjtとl11J!Jif亡Ji（＇.き＇1＇！てfl』l引を’iじり止するのてあるc

,:iz ,;i-：：：え川氏；二II¥~ごていると 、 仇き 1\i！製iいと 、 そ；／l f',t ムツかしいもの℃（ミ，':i:l、。メ一つを作れ

は、f11Jll!j,で L1..-Jじものが「F! " ,.it るし 、 A~ く L て山川がII \Aとるので、たす；の，，，；こ；士、鉄！阪の原lのj主っ

た‘数"t'f~』の｛免き ir！ をもって L －ゐ 1のιある、
この ’ ~tr.1\i_Jのj泣き ！？！ ！ の (ii)'定：こ 、 iリj治の ()JJ側、＇.i'iil前iの釜山Ii、木村怯太郎氏が、はじめて完成し

て、J}l{1：；こ’；I漏れ、だものである。
この 「J免き1干.lIは Lとして朴の木やr,tのイぐごつくった ：ノj;;:1¥iJ_Jであったので、flif引をつ

くる il1j" ‘ 木！？！が水分をl汲11.l して lw~JM し た り 、 I/du: して it，＇ くと小さくなったり又娩くのに鉄散とj生っ

て、：／｝iI：が1:r-rきゐれ 、ので、J¥iJ＿に段そがすぐにつく傾向が人られた。又、センタ－，－：部分の）｛千粍浮いろ

いみの欠点があったので、j仏jiliに（I：’J；.ーを しts.け.Il＇.まならえいし 、幾度も［也、仰ない等の欠点があっ

それj主、

主ことに、鉄）制作 ；，の ，：人の心1,1・；と..... ：ツjでしかなかったと；h:/tている。

一一泊二J占IjUfかけ$1:）似！一一

／＇，＇ーの鉄Jjfi.をふると 、）JI”！と l」と7)1）’Jにつくられて、後て ：$Liかげjて一つのものにまとめたのであ

こjl lよ、』＇・J」 ο

るが、IIJj治<I)l1f；めに、南部泌のiJ1）持物師イfJ友家のt；：工あさんが、九州のj毛l以t.i主勉＇i]lにIH掛けて帰っ

てからこれをj,ijll!j,に鈎込rs現ずl：の)jよな例案したと・，i",i).11ているC
mfa；の11，・のtt、）fj｛（土、｛ル鉄や古日本$1.i;111のj決起；／1が 佐川さjLていて、H目が附 く、以i',!jが II＼世（tかっ

た。椴化被｜！日をかけなくと丸山！／ひ、なかったとむ パーわれている

村氏が，・,i1；で.w－，；；；，－にfi<liく、ヤスりも和｜かなかったので、li却の｛｜：卜．もfj[f:"{iてfi-J,.l::i.＇.王ts:.凡なかっ
たf'，（てある d

1 11かかりでほぎ11¥したこともあったと、日L、・1：人が 、j:'J: J!JiのIi'（；こ7・コポ：1＇－.；＇：の 欠.＇.＇.i.t／；、あふと

1£ it lU-if:1liの今日物；！？りがあるr

一一出＝三l,f;r鈍lllLI 

,'r.派えE鉄l似合つくるには． ：．ニIIヲ状 、三にJ守色と；－（・われているが、Jj;;:後の1l'.fi,¥7, (111バ1｛（を－．ニl!j(1¥1／＿‘ 

：つ C、n，阪「I'I）はこの研究に＇L命化か：十ていたものらし L、。yJとめるのは、持IJJLと行色の

「F缶、（＇1・れーによって、持IJILと行色がj企っているのて 、鉄）阪をー｜｜児ると、それが准れのf'I：か＇！＇ljJ]lj

/)'1i~1その傾向があるν それN 、 以）f/-i師iニよ寸て、｛七う IIILゅの遣い 、 l!IL砂

Q
d
 

がつく｜ぷ CあったらLLヘ



の「l：つ }j 、 llll砂の打ち）j~ーが｛開性的な Lのとなって 、 ~ttれでも 11（ ぐさま 、 l見 i抗がH\t、ゐ！，のて：ょ .＇s:.

t、

／＇.－.土、j'l』肌（主鉄！阪の生命として．一γ十LI（去の却で、他人に公開しん：かったし、他の L/)jを礼ゐこ

とも出米なヵった伐てある。

{i!tt，・；＼｛'jェl"l氏は、よい鈎肌の鉄胤づくりとして、判ll!j,南（;J¥の杭一人切ーといわれてL、Jニ0 !lXる11
l'l'J'tの I)誌の屋{flから 、 ご皆L 、，j、 WIが＋f.;J~を取もうと 、 作業場を，4見き込んていたのをJlf・r!tにニとが

ある。

／＇て zj"・〉なら ：Prr J~ スハイ とでも，；ヵとニうであううが、このうl.'..＇？＇；の熱心さ：t'i'iってヤらね．主

ならなし、。

今て..l:、業界：主全てllrH'.c的て、f必怖ということや、－ （－村1ft.；ということもなく 、全てfo/（ψlつくさ

れている。 ！？の安は、 おとぎの同のII\~ミ・J；・の！？長である。

7.蓋の鳴 る鉄瓶

(A) (8) 

t-;;ylJ/Jイよぎる；二つhご、誌の鳴ゐLl'itニ「ドらJtている鉄Juiがある。

鉄l!fiの f!l11li"J ’~~：： \lのIEi' iてけて、みをれjlし卜．げ、fl¥lしlてげするll'iiニ売す心庁てある。

このt1<，ニ,fJ.の鳴るjJ」I仇fピつくるたぬ：二：主、よtlfiiのllのつ：刊HセH¥~くるだけ低くつ：すた！相会選；i/c

( t .h. J：：／ぷらなl.

｛］；のぺつの写~＇（I,.:比較rゐと 、 ・ II l庶民「るl.'.kιAiJ-: llti, .l: 1'1-j ,',1; I~~の以l似て司nゐ欽l阪であるが 、 B

鉄1悦主、長1:\1 より ι 「l からfl~な1の欣II ＼が（ j・ jヲJtるCl：おiとなっている。

z誌の円r.うる欽1挺t~ つくる‘ニ..t、次の条件について配！むされていゐ《

（イ） ぷは滞く、特く（＇1：られていなけれ．どなr)!.r.し、。従って、 －般：ニ小さい特徴が‘ちゐ。

〈ロ〉誌と fll，~とのm り ｛tせがよく tcけれ：ι’！主況が辿jlて CIIH1J、lのII:｝）か I:,;, tr. L、）ならなL、。

（ハ）鉄lfliの！広1(1i/;; Jj_~ l、)j7うに il11l I主I・.1／・が,1[!,j主であ6ぷ

〈ニJ起の付託カ‘，・l銑てあjL，正、（'j・色がよト

8.南部鉄瓶の鉄気止

明治 17午、 1H/fi;tn1；の峻卜．街、1,l¥tllfr]Iこた火があ・サ：J
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この1,Nil，百jのI1，火Hi；宏、外111iJIJJll牧j誌にii引をもっけ1;it JI Iポ，fit！して、lぢをかI出、；11J北の両地！のニ両l析

している。

このI11r1そ川；二‘＼；，：J)¥lf）川iこえぞらえて、エオ4・ノ俄1r.1コとの崎、1，・のli!:iやrj1，と十品が先日｛ナ られてい
て、1)(,fljの｛町立令； づてよいのて、f,hjJ也1；，，，：がメL焼！？とト ＂） ／.；＿火炎..t.;tl_!倣もさJLないものであったが、

奇断的lこ・ti't：十ている ．火災吋U!j・：工、さぞ風が強＼＜、火の fが川を越えてJIをび散ったものと与えら；L

屯〉。

さて．ニの火災て 、f.d流を必っていたi何品；主J:J臼{J)L：りjし；，， そMニb’6失したのでjうる3

そのNi、l十j;'ft 
b、た，t

氏（主大火後、 i’l分の地（；の，11カ、らlFxりIHした鉄）j}iを｛七/lJしてiえると、「鉄、uがIH，：正かったニとに
ヒン｜会1'1・て，1;J (ii；以If九の JJ:' ,( LIの)j辺、会i:IJ来したのて．ちる

{ f JJ／.のm:.:t位｛jニ！＇'hi；）止という人で、文永｛l'-i:11、1I IJ1.,（.こiI:ルていたといわれるが、l十J式1；必が八

より1t.¥'d1f;J修ftナる；こみたって 「iJc!Jfij物日1jjJとして、岱！，u］.ニドて前必20（℃；こ及ぶと zjわれ Fごいる。そ

の！日l穫tのY,llf:を11_:_人、 節、鍔円の外JJ：、！説、風とl、を与つく ・J、今尚、各地；二（’ド1¥111が名をとどめて

いる 、

l5fUitじf!I;,1i l 

「/afJ,1_:守物自iii /i)反J..C;：主、 「1,Hlを（白Ii」小以氏 「／JJJj;if物師！鈴木氏と共；こ、今でもl十・ji'rl；鉄総の：｜し心的作

在をえEしている。

こうした山紺ある家の ｛f);lj＿が、JJ'citの11，から、市部鉄l説のtk公i止法を発Ji!.したものである。

J.1：.土S:1！／；：；.ドるもの、作；二ぷと縁の傑い鉄l阪なので、隠化をどう してIVJぐかは、＂l'i'から悩Zえの絡であ

ったことも旦！阪がつく。今も向、この研究分担fが伐されている。

院化防 JI ：ーの )jil： として 、 I説明びき守、 ·tJ'&(,J·けML：~；行われているが、市部鉄j阪：工 、

るノirLヵ：／｝－1¥',j( j・) コ，／LてL、る。

IT JU. fiリ案iこよ

焼刑法；二よ って1WU：＼しされた鉄IYi:i、持，Iり取後炭火で000～950°c iこみ熱させ、そのN面；二階

化被II真をノI=_11定 ~ぜ る ものでjうる

Stlil{のNi11il上針金111'1（で坑1伝来ljぎ{i)f-)l｝を行L、、そ.／Lかう木炭火で、下地：土生｛会、｜公開、紅刷、＇Y

でJ;'HJ・けを行い、,a色；;J:占日il・、 t,!j7夜手をi古ってJ好'.ii：の色；こVtHけるのであるろこの(r:1j'i：，土、鉄！阪の

ぷJfii の椴 ft骨~肢を釧出mせずにどt色する II\l士、,1.J'tf・l：ナ，三七のが離脱し幼い欠点があるからである。

9、湯釜、鉄瓶の音

人々は慌たどしい生前にIYJIす必れている。こう した jU：の ， 11 ；ニ仰を：：Rめて 、 ，＇iiiかな ~11－：；；：に県宝り 、

無坦！λ｜その民地にひたって坐担11する光；j¥'がある。

人々がやドI＼のが：pH欠Uニザ'Lht.J：いHll、IL人111：採の斜t：念、が、Wtの1j1を馳（ナめぐりLjぐすることは、経

邸t脅からよくIJ.tlく『iiどである。

慌しいfl:・J;.・の；＇ti/刊に、静かな茶’本：にそった＊人も、無斤のlitW-f'i'：、人l/-¥]111：界とかけ離れる生ii≪］の

感を味わわせらJlることであう う。／1¥オ己るよけ、、V・l！の’l.:.,liのリズムの，11に、ゆっくりとお茶をす

- J l一



すり度いと考えるのも当然と思う。

静かな雰囲気の中で、湯釜の湯の沸く音がどんなに空虚を満してくれるか、千金にがiする音であ

るC あたかも伴奏曲をかなでてくれている程の味がある。

茶人の問に音を立てる湯釜の製作の要望のあるのも自然と思う ο

或る人：土、自分の湯釜の音を松虫の音がするとか、鈴虫の背がする等というが、こうした指名す

る？？を自由に出せるものではなL、。恐らく捌く人が、そうした気分で、 ffを聞けl王、そうもllllえる

のだろうと思う。いわぽ一つの信仰音とでも言えるかも知れなし、。

さて、渇釜や鉄瓶の段tHす方法に、その内伐に悔鉢に、又は一枚の「長’おと称される鉄片を

張りつ：十ることがある。鳴金のはりつげ刀法、同聞の五生漆剖l明I竿で斜！り合せたもので焼付けるの

であるC 気泡の発生やJ辰!f1JiJ~fV となるのであろう。

鉄）阪や湯釜の底に傷のあるものも、同係よく汗をtH寸場合がある。

このことを知っていない人は、 q鳥金を見付けて、下予なi隙人が作ったものと誤解したり、；羽目の

当金と考えて、取り除〈御仁も凶々見受げられる様である。

10、お湯の温度

鉄瓶の製作i二一生を捧げている年をいた：I：人l工、いつかの時代に、一通り茶道を学んだ経験をも

っている。

その鉄瓶鋳物師の仲間から次の言葉・を底々聞くことが出米るo

「チユ一、チユー。怯風。かにの目玉。車返し」

これは、風流な茶道を乍ぷ人述の問で、 j易を沸したときの背とか現匁を捕えて、茶人らしく、温

度を文？芋的iこ余韻を響かせて、物認っているものと思うo

「チユ一、チユー！とは或る品；！tf[；二i：るとき批初に発する鉄！阪のff色である。

「松風 l と；土 i 怯~J とも Jぃ、チー γ、チー γ と汗を発寸るn~i：の温度であるC 気泡がtH る前の温
度である。

「かに目玉jとは、更にik!I支が！こ対して、鉄）艇のIi（部に気泡がIHるll!j：の温度を現わしているC

「車返しJとか｛でんぐり返し」とは、プク、プク、グラ、グラお泌が沸騰するときの温度を示
す。

H・〈らどよみ

この様な、茶人の適温'j:lj'.ijzの方法（工、あたかも、郷土L、わてのド宵！月I(J',J味l)l、があると，？って

もj昌三で！土なL、だろう。

茶人達l土、車返しとかでんぐり返LとL、ぅ沸腕Lfニお助；工、一度渇ざましをしてから使ってい

る。；？すl、Lくお茶を存むためには、制度が大切なのであるが、余りにも文学的で、チユー、チユー

の温度が幾度・なのか、怯風、かにの目玉、 iF;gLのそれぞれの尚度を適確に符えてくれる鉄瓶作り

の名人が一人もいなし、。

flirtf支計を取付けた鉄1慨も湯釜も、いまだかつて見たこともなし、。
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11、戦争と鉄瓶業界

今次大戦で、幻；統制令が、昭和13年7月しかれ、 i1J艇やその他の工芸品も対匁；ことりあげられ全

而号~）古：栄，，二されたと

:300年の腔史をi汚る業界が、伝統位付；j保存iこ立ち上り、小成、有成、鈴木三iむの4年；ニ至る運動

で日本美術統制t~~i子℃以jぎの結果、 ~1ど染者の二十分の一二もならない 1 6名が、一人、ーャ午、 20

1阿以内の；製作，；＇1：吋をう；ナfニ。これて手の工人.i.t.；：土m市；鉄）艇の技術i'U子会を結成じて、小泉氏士会j去に

終戦jζ紺！々と伝統性的を守り統げたものである。

その!Ill、子tt:r.Jの1fij,¥i'1や原付・H；土全／｛i；経済界祭の手で持ち去られたので、大部分の人：.：＿子4留Nioつ

を！むをiこも：向せ与るをれ｝なかったむ

こうし Jヒ－，＇； j；【つ人々 で；まあるが技術保ιがlB来たJ）で、持戦後、 4くと様車で：IJ't-iニ化さ.flて無一物
になった都市生川の似興iこ、 ft'{ぐさま立上ることが！日米て、 1Hf;i；欽）民再建のスタートを切ることが

:u米たものであるコ

12、鉄鉱泉

大iEの初め頃まで、「鉄鉱泉Jと名づける瓶入りの水薬が、楽屋の店頭にf!lliられて売られていた

ものである。そして、この水薬を買い求める人もボツポツ見受けられていた。

この薬の効能，1r-きをみると、水薬を飲むと血が玲iえるということで、制jfj]jに利くそうであるO 正

に、薬；j；楽的存花であった。

当ll!j：、月，Ii紡核とパ・えば、不治の病と申されていたし、死亡率も第ーであった。この病；二取りつか

れると「勝て死の旅立ち」を宣告された様な気分になって行く。すると、これに反筏する慌に「！屯

は死に唆くない0＿！といった気分になって、栄養iこ栄養を重ねて、財産を失くした例（土、余りに多

IJ、勺？こ〉

今では、ツベルクリン反応、レントゲン・子点で：－11市病の早期定見があるし、 Jt後は、ヒドラジソ

ト、パス、ストマイ浮いろいろの兎述した薬が出現して、今でほ、 JM問の方々も余り神経－－~品fl政にな

ることもなく、あたかも風邪ひき陀度の病気とまで考えられる程度になってL、る。

従って、薬毘には「鉄鉱泉lの’セ）倒すら;Jミめることが出来なくなっている。

この「鉄鉱泉Jは、水iこ真赤に焼L、た鉄体を、ジューと押し込み、この作業を繰返してf'!：ったも

ので、鉄分の多い水であったものらしL、。

1,000°c程に赤熱した鉄棒が水lドに押し込まれるl瞬間のすさまじい＇！＇，＇i況は、 I域防lな肺病制lも、さ

ぞ恐れおののいて逃げ出すだろうと直感する陀で、まさに f.~－仰の水薬であったものかも胤れな L 、。

南部の老鉄瓶ftiliの中には、親友の要望に応えて、この「鉄鉱泉 iを良明につくってくれた経験者

もいる。
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13、密銭

日本の警察程、すぐれた捜索力をもっている闘はないだろう。

造鋳

一枚のがん造紙幣でも見付けたなら、捜索活動が開始され、じんじん捜索範問が縮められて、間

もなく出所が嘆ぎ出されてしまう。今の日本の土地は、誠に狭く、人も争く、文化は誠に発注して

L、る。

それは、世界に誇る現代の日本の姿だと思う。

誠って、今を去る約100年前と言えば、明治までであるが、その当時を省みるH号、＊iWL，告とい

う通貨の私j告が行われていた。この事実を裏付けする資料が残されている。然L乍ら、犯人のttliえ

られて斬首刑に処せられたとし、ぅ記録が、殆んど見当らない地方がある。

それは、背のいわての姿を物訴るーコマであろう。

L、わては、一県で四悶四県大の広さがあるが、 1IJまた山の山間で、特に、帰｜同以北所i剤、県北地

方の山間部に踏み入れ；王、隠密作業の出米る条件；二、余りにも恵まれ過ぎていたと考えるむ

物々交換の時代が過ぎて、通貨を必要とする時代になって、伊達滞で・は石巻；こf1l1台角銭を公認鋳

造していた。南部落では‘ 1845年、盛岡築川五日市川原で務営銭円｛をつくっていた。 20年後の1865

年には、稗貫郡外川目大合掛i工、幕府公認の大迫銭M~をつくっている。

県北には砂鉄がある。今の川崎製鉄久慈工場l工、この砂鉄を法に創設されている。又砂鉄粕錬の

燃料に必要な木炭用の原木は、 111林に忠主れているので、事欠くことのない条件を具えていた。

県北はこうした恵まれた条件にあったので、木炭を焼きながら、或る時は il忍吹きJを小規模に

行っていたことも想像に難くないのであるO

県北の軽米、小軽米、晴ILi、江刺家、伊保内、 f1巻、大肝地方l之、そうした輩の潜在と活動場所

であって、その中心は軽米上貨店で・あったらしし、。

密銭の種類は、 1J.電鉄銭、 4文鉄銭、 4文銅銭、千字銭、天保銭等であったが、明治iこ入って 2

銭銅貨もつくられていたようであるc

これ等（土牛の背をflyり、或；上馬の，，1rをかり秋田、 H森）j面iに移lUして物交されていた様である。
然し、安政3年、大正：ハ＇.＇：j任によって、大橋に築かれた反射炉、 j¥';jfiによって、岩鉄（鉄鉱石〉よ

りの精錬が安佃iにlH米る時代を迎えたので、小規模の宙銭鋳j告は衰微するに至ったものであるo

本県の密銭を含む鋳銭工、'fH土、地｝jのj}j造工業の•I•心をなしていたので、衰微の一面もあるが、

日用品、鍋、釜、風呂鉄砲等の生産で、共後初くの!Ml~当時の繁栄を持続 Lていたが、今では背を偲
ぶものが見当らなし、c

錘

京都妙心寺鈍は、わが！司で段も古いj；日えのある鈴て、文武天皇21ド今より1200年以上Jiijのもので

ある。

東北地方の文化のおくれから、東北地方にある錆は約託旧年後の作から見1Hされているc

本似て：t平良川降．キの鑓が730余年古ijのものであったが失わわれ、除夜の鐘；二ラジオで全悶に響

- 14ー
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カドv.-てしる拠川il •i!'i yの会i;n、410iH]iiものである。

本県；こ hとしてち：鈍としてあったものが156鈍であ ったが、今次戦争て‘金属同収に大半供出破だ

さ.itて、い空；二伐るもの（土供出に及！王ぬと通述をう：？た｛小1S鈍が古鮪として保存されることにな

ったものであるの

この 1:) f,'/l：土．｜旬｛，i；乃静11:tlf白li 小 li~ 、 御鈍物r.1li$~：木 、 訂以 、 i悠｜耳 、 V,U有の早川氏ーが；の作品になる

もののみであるので 、 fJUH flf!i］~された数多くの鈍も 、恐らく南部釜印Iiによって鋳j告されたものと抗t

illlJ-J－ることがII1 )lとるだらう。

15、女鋳物師

市川：のl,cj／パわ，：iiiとパ っても、鉄胤づく りの-f.(・lt：宏指寸むので、 「λこりゃん ｜その人のことであ

7 ‘J 

$1:)j九の 仁川や 0弘会見て も‘持物：r.H，；：ヱf11Jmも111］じfぷニ、リ｝，まかりのIf，依.ii，；となっている。コ：芸品

をつくる jl l：非合 Zえると 、引が！fhl 、ているところで 、 －！；＿ーの！:J"i~ ！ tとEいことはない詐だが 、 ｛「j;：を分析 し

て 入ると 、 （；：J:L= ,IU I ＼ 分~！fが／工 L 、.1,：ナてーはないと．巴うc

it，似をつくるのに、部分（（）；こは I；.：も行えるW・J；：がある1;1iり、j品去の鉄l!/iづく りが、rc.r.1,l、ffl（；こな
ってl動いた／！＼！.＇＇）」がちるので、i主、品Z；』包さ}.t,て、!J.・l'I：京労のうH'fをTi'{u.v：・Lているのだろう。然し 、こ

れ：土砂 ｜ー償問的に、でっちあがっているものと考えても注文えないものと忠う。

1,1¥li附！の北lIJ iこ｛士、工芸家の小保ri1J-光氏がいるが、「市mii,'i光「I"Jの 「ヲミぶら鍋！「すき焼鍋 I（土、

11{1和28｛！＇－町 、’A・，，、Jl-j'の御下iU-r° (1献上品でtまない〕の栄に浴したもので、その作者である。

; z..ニムゃん ｜は、小’γ－伐を千：えてから、このii'i光1（に向Ii・]I：してイL・J.:を-rr.ぶっていた。手伝いを始
めてから3～4{j＇・僚に（よ 、ii'i光J（のJ行時で、 iJJ阪をつくる技術を身につけ、灼熱した欽の協を、と

りべにとって 、 ~；引に持込むことも品々と ilう私！の腕前と 1'1（，日常つけるようになっていた。

この ’7えこ九ゃん lは、It俗、良縁があ って、お綜i二行ってしきったので 、I有却の1:;;l、鉄1阪史上

fニっf：一人の女持物印Iiというこ とになると思うr

純弘（よ、JlJ:lUiづくり：ポカ‘りでたく、Ti1-'fについても－・）、1Hiの腕1J1j・1：もe》てしと。これも消光1（か

！？教え込主れたものである。

終戦1lii、；,I,¥ilz/ 1i'.IIIT （現北｜て市） ；二あったアルミナ I）坊が蝶蝶でj史減Lて終戦を迎えたので、この

Tlめでは従 ~Ct；主の生日をつなぐために 、 地~_j行；国jむをはじめたが 、 il'ii品 となるも乃を造ることが

II¥ ~二たかったo TI>'lのものが~！（＇fi'i 4. 主れていたことがあるG

i,'J )¥'.: J〔；：ょこれを主IIって、－，：r1;n叉；Tて、「人こちゃん 制lT：二、i/,Al'l：とあ1il立の関係を究明し て商

1 11111 化；こ 1il(UJ している。 ょとして 、 ア〆リ y ハーのイ i訂倣吋；いらL 、〆γ下校教付 ~： llnf'Fする官，＼に Is. った。

あるII年 Aこ九ゃんjの小γ：位ll!f:(＼：：のうl'I二が、Ii背JI記りのj{/fiをll＇／いiニii'i'光氏、会訪ねて－＊・たll!f-、

！ ムこ 、 ff江が←て｜ と 川J •j;：があるカ‘ら 、 先11，.にイ i行ir：.＇.り を教えてあげなさ L、。jとの話で「ムこちゃ

ん｜は、／i・frU'I：技術企レろいみ先J七に教えることにな った 終って、先・・＇I＝.がii11：光氏i二、 「λこち
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ゃんは、私が担任をしていましたが、誠に立派な技術を身につけられて、感心しました………〕

彼女は小学校に入学した当時、家で教える人がなかったので、全然、読み書きを勉強し江かっfこ

ので、遂、基礎的なことが解らないままに進学をして、学校を卒えざるを件なかったものらLL、。

背は、小学校一年生担住の先生とtまえば、経験些富な老教自Iiが受持ってくれたことを1！札、；IL：ず
にはいられなし、。

基礎となることを、充分教えられ、身についているかどうかが、人生を左右することを考えせし

められ、ゾッと冷汗を覚えたものである。

女鋳物師、「みこちゃんJ（主、お嫁に行って、もう 7～8年iこならうつ

16、木村総太郎の生涯

現在の「木型」と呼ぶ鉄板11iの型仮を創案した人、木村怯太郎氏は、明治から大正にかけての人

で、 ω才程の天寿を完うしている。
この木村松太郎氏は、仲々頭脳廻転のはやい人で、いわば頭の利く人として業界では布・名な人だ

ったので、いろいうの乏い草を残し、名伐りをとどめているo

i皮；之、背からの南部；の鋳物師で・ある先代、有坂安太郎氏の弟子で、若い頃、同じ鉄｝阪を争：，＇（；二 iI: 

文を受けたことがあった。彼は事，：Hi：の同一鉄｝恒をづくるために、その中子の量産iこ思案をift:ねて、

幾度となく試作試験を行つては失敗を重ねていたo riJG る II~：、伺ilicH坂安太郎氏を訪ねて元気づけら
れて、遂に完慌をさしている。

その当時までは、一つの鉄）阪をつくるために一つのrjI了・を作る河しとなっていたが、』－1• r-を中明
にして、その中に炭火を入れて乾燥することによって、縮小する原FHで、中ごf・1引からrj:tfが宵坊に

離脱出来るとし、ぅ、今考えると解り切ったことであるが、名案を確立しているO

彼は、 25才になった時、］・度、 Fl露戦争が始まったので、早速、 I*-：軍の111他の砲掠づくりを11目的

したものであるO 25才の若年にかかわらず、当時35～40名を使JIJLて、この仕事を行っているの

頭の利く人だったので、其後の人生航路も多彩で、＇.1¥i凶j止却の鉄鉱JIlの開発やガラスL場のiilJ，立

と操業を行ったり、又、練瓦工場をはじめたり、木材業手をも行って、 ω才で他界している。

17、南部清光作の鍋

市部鉄｝恒の業者の中i二辻、最近、鉄）鼠ばかりでなく、近代生活iこ共鳴したいんいろの鋳鉄 l：ぷ

品、［1用品をつくる人々が多くなって米た。それ等は、長い間鉄瓶づくりで陪き上げられた伝統技

術を生かしているので、押しも押されもしない一つの南部の風格があって、産地の地位を問めてい

ると瓦えるだろう。

これ等は、新らしいデザインの追求で、次々に新作が発表されているが、その中で特に、宮内，r
御＇flJ：の栄に浴Lたものを求めると、鈴木盛久氏の鉄）低を除いて、小森清光氏の r天ぷん鍋！「寸
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きやき鍋！とがある。

小森山光氏の本名は、小森末次郎と言い「消光」と号しているので、全国的には「南部清光jと

Lて、よく知られているc 盛岡では「オt11tの消光さんjと呼ぼれている。

i,'t光氏し士、盛岡；二生まれていて、父も工芸家、三人の男兄弟、それぞれ特長をもった工芸一家と

i弓．：える。

兄の l1i二氏：土、 M工業指導所に17年いて、鋳金工芸の指導をし、後に岩手大学の嘱託をしたが、

それ迄に、松橋宗l珂先生に師；J五し，、口一理！を得意として、細かいものの原剤師iとして、誠に秀れた

手腕をもっていたの

弟のi,'i光1（：土、？弘、tr{、東京、大阪で修業を的んでいるο特iこ馬の原明づくりの第一人者で、今

尚Ni川されているむ手大学民学部獣医科の各種.u；の標本l土、全、て消光作と百われている。

彼J工、鉄瓶、茶；野、銅像十字、鋳金工芸全般に亘って秀れた作品を残しているが、特に昭和28、29

fドザ，；1J-1御f(J：げの栄i二浴Lfょ了予ミぶら鍋j「すきやき鍋lは、 代表作のーっとιってよく、
本にたられる行先々のところには、全て常備されているということであるO

この光栄i二浴する迄の経緯をふり返ってみると、次の様な事実があった。

全国行

或るfド、東京の天ぶら業者・が、全国から代表的天ぷら鍋を一堂に集めて、ぷ食会をm｛したn.!r、全
HM：俊秀品と折紙をつげたのが、「南部清光作天ぷら鍋jであった。

これが縁となって、東京の高級天ぷら屋で使うようになった。そして、宮内庁大勝職の秋11l主J!i,f

Jをの目にJl:って、後買げのf却下命をうける様になったものである。

食通の人々の趣味の雑誌［あまからJ第73号。「食べ物の味、人間の味Jと題して、文芸春秋の

池山計千編集局長、作家の古川英治氏、大膳職の秋111従1蔵主！昼H毛の主、

なつているO

秋山、天ぷらはうまいでLょう。

池山、うまいで・すね。

秋l11、今年はなおうまくなるナ、あの鍋で。

.1l川、京1J1が向j2fりして送るそうですから、あの鍋は大いに使えると思ろc

秋II.I氏から貰った鍋で・すがね、あれは南部の人？

秋111、ええ南部の有名な人。

（設、これが南部m光氏で・す。〉
古川、天ぶら鍋でもなんでも使えるというんですからね。氏が厚くなっているんですよ。

秋111、氏が六分ぐらいあるんですね。ですから天ぷらをやっても鐙El堅金i立主主どんですよ。
池島、それは妙ですねの

秋，，，、熱でそっくり鍋そのものが熱くなるんです。ガスでもちょっとつければ、ジーと熱くなる

んで‘す。あとはとめてお・いても熱L、。

山川、つまり完全燃焼すると煙が立たないんでしょう。対iが平均して熱するんで・すね。

秋，，l、周りもなかもいっLよなんですからねO あの鍋l土L、L、ですよ。
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清光氏は、デザインばかりでなく、機能について特にい；＇）I,、ろと研究し尽して、寸法をi切りIllし

たもので、この光栄をかちとったものと言えるだろう。

更に昭和29年には「南部清光作すき焼鍋jが、続いて宮内庁御n上の栄i二浴しているc
天ぶらとすき焼とは、日本料理の粋とも、又、双践ともι－われ、鍋のよし思しが、下：同Hのう主さ
を決める鍵と言える。

（東北支部理！事 行J:Ml；；た指入手19i・lーとj

南部鋳金作家の「銘」

多 田 ゐリ
ー

、・HV

南部鉄蹄；工、南部特釘の伝統ある技術によって全国iこ仏・く版路をかまえているo

旅先でのデパートやilnl京地の1.－：成店の鉄総売場に！被YIJしである鉄瓶、茶.7劫釜、置物、／1(Jill、明

かげ等を見つげると私ばすぐそれらの製品の巣を返して見る。そこには「南部三厳堂」 「苧信作l

i釘坂製J等々の銘が鋳刻まれている。如何にもl村部鉄器の自信と誇りに渦＝ちたそのサインを枯し

く読λとることができる。

今更，nm：鉄器の起りを記す）｛（（まないが、茶ノj幼釜は京の:6.白Ii名越弥エl11J三l＇，の，，；（｝子、小泉五 n1；じ
かJJ治2年 0659)iニ南部議に召し抱えられ、市部釜をjむったのが段初であるO l酒米、三百 fr余

年、数々の名 I：が・：：1氏IHしいやが上iこも市部鉄器の名を全i司に知らしめてきた。

しかし、これら名 I；のjむった:6.、鉄｝恒等iこは銘が人っていなかった。したがって古文，riなどの代

々の記録により作者を知ったのであるc

銘が鋳刻されるようになったの沈明治の•f 『からである。これは、内外の博覧会や！民！覧会i 二 11\,'u'，す

るためと、自己の作品iニ付して氏任と白信とを持ったことによるものである。これらには、例人の

「(ti:_：が鋳刻されていたっすなわち、「fr坂製J「鈴木造J宇である。この銘は木判にすらず1（｛接持

~J.にフリーハンドで押したもので‘｜寸仁作者の作，t，’sで・あっても銘の’F休が：ffT・異なったりしたもの

である。木判により銘を押すようになったのは明治30年頃からである。

大iE2年に盛岡出身で東京美術予佼を字栄した訟橋宗IVJl℃が磁岡に・陥り‘ i討郎鉄2号、特に鉄）阪の

改良を三，・ろうと！時：の伯爵、南部利淳氏の後媛を｛！｝て、雨剖；鈎金研究所を自IJ立した。松愉L（：は従米の

南部の伝統ある技法に新たな技術を加え、ちくの門仰を育てた、すなわち、現在の東京主体j）；：手名

誉教授である内藤春治氏や、 ill艮依嘱I；ぷ家の鈴木繁古氏守；はし、ずれも松橋氏の1111,x；であった。

氏；まこれらの優秀な門弟に i号lを授げたのであるりすなわむ、 i：｛米の iu'I: ；を銘としていたこ
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とを止め「号」を銘とすることにより各人に作品に対してー府の五－任と自覚とを舶えつけようとし

たので・ある。

このような経緯をたどって現在の南部鉄掠の地歩が一段と尚まったのであるが、現在活WMしてい

る約40人の南部鋳金作家の「号Jをここに披澄し、読者の参考に供したい。尚、会社組織のものに

ついても附記する。

(I℃ 名） （号） （備 考）

稲 1H j毛 助 手大 総 現在活眼の南部釜師のi詰i:':j令名・ (86才〉

古｜碕 j支兵衛 茂！心、茂兵術

砂子 j尺 1・良｜； 秀 lilt 

付 j二政次郎 i住 日回

内藤久次郎 久 栄 日展入選作者

森 ~？，主 j~ Wt乙1. iw 

鈴 木 繁 三仁b1 1tl己1. 久 旧あ南部議御用御鋳物朗iで13代目iこ当る。 H民依l輯作家で
る。

n・ 八 ，，，＼と 光

S合 イミ 1't l：日 東京芸術大学助教授、繁古氏長男

宮 日太郎 昌太朗、釜定 日展入選作者、日本クラフトマン協会同人

4長 i白 光 光 宮内庁御買上の「天ふ・ら鍋J 「すき焼鍋」の作者

’丘－・．、・ 主主 寿 tJJ 

J11J ）己 ！よ }1~ 

f1i ：｛手 治 春 治 東京芸術大学名汗教授

’凸’ 同（ 学 孝

金沢千代吉 鶴 斉

有収支太郎 吉興、有坂製 明暦3年 (1657）以来の鋳物師18代目に当る。

’;~ ・’ 阪J 五 日I) 五 f!I) 

熊 谷 次 ms 孝 日

H: ｜珂 春 治 桜 111 

l有 ｝蜂 一 R日 日11.1、み111 内藤春治芸大名誉教授（兄弟

熊谷苔兵衛 ミ良

j長 11] 3長 A官 1 ll 

菅原山｛＝日j) 大 無

佐々木徳太郎 rノy~ 引包

1•->J 情 鉄 政 IA. ぜ1 現在は4代目

貧民 {?・ 一 ms 愛宕山
熊谷専太 ni) 渓 J誌
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川村常次郎

熊谷富男

小泉仁左ェ門

佐々木久三郎

沼田徳太郎

東根喜三郎

熊谷健次郎

鈴木忠兵衛

舟越健次郎

万く 井 盛

岩鋳々 j告所

南部鋳造工業所

南部工芸社

第 工業所

照亦製作所

緑山

虎山

仁左エ門、清信 南部藩により万治2年 (1659）より有L抱えられた御
御釜屋 釜師、現在は12代目である。

釜久

立徳 現在は2代目

東仙、北鳳

健次郎

鈴木造

舟

~泉

岩鈴

南部三厳堂

市部

｝持部第一

！開光’！主

日展入選作者

附 記：一一号の記号化について一一

高橋鉄造氏の号は「1A治Jであるが、これを「孔uなる記号に）延って銘としている。この号は初
代よりの襲名であり、氏は現在4代目であるので以下の凶のように3代目、 4代目を区別してい

る。

3代目 4代、包

すなわち、 3代H；主、縁が3ケ所、 4代Elは4ケ所切れて

いるが、これによって 3 代目 4 代日を~：，J1］した。

尚、 3 代目的治氏の上の（f1.~J.の記号は、市部鋳金研究所の

: t:fI 」をNったものである。

（早；－子9,¥I業指導所）
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南部鉄瓶の ρ、
' 

二Il:.
r:-::1 

l
 
l
 

－－－
a
F
 
原 正 i]J., 

「ハアー 南部鉄IUi金流なし、 illit、て沸かした金心者……。」の一節は南部盛岡地方の民話の一つ

である。お釜仰とか鋳物郎iと云われた鋳造技術者がその狩りを天下に歌ったものであろう。何故こ

のように南部鋳物師がその妓術を自慢し、又南部鉄｝挺が鉄）誕の代名認として全国に通用する程有名

になったか？ 現在；主用いてないが、鉄）抵の材料である銑鉄：主、南部il；刺地方で産した栗木鉄と呼

;;ffl fこ木炭銑鉄や久悠地方の砂鉄を使用していたからである。これらの銑鉄は現在の溶鉱炉銑鉄に

比べ非常に不純物のき，ぃ銑鉄であったすれま容易；こ：11.!（＇設がつくっこの銑鉄の成分としては硫黄が多く、

t左京が少く特にr三，鋭化促進元来、例え；まヴアナジウム等が含まれていたらしい。「昔の銑鉄で鉄瓶を

l!kくと、とても艇くなり、穴が必ず出来たものだ、だから六つまでは無傷（六ケの穴があいても欠

陥は無いものとするの意味〉手と云ったものだりとある有名な老鋳物師は述懐している。この言

葉は質の思い銑鉄、遅れた溶解技術等全ての面で・現代に比べたら「天と地J程の差のある鋳造技術

の中で、血の出るような研究と苦労をしている昔の持物師が自に浮ぷ。

しかし「災い転じて福となる」の如く、このように恵、い銑鉄、経験だけの鋳造技術の条件の中で

鋳造の改良に努力した事が今日の南部鉄瓶をこのように有名にした大きな原因だと考える。今日の

鋳造技術では、鉄瓶は’容易に作れる、しかし背は前述した通り無傷の鉄瓶を吹く事はとても困難で

あった。現在のように小欠陥は溶接で補修したり、持バリ l主グラインダーやヤスリで取る事が出来

るのに比べ、背：土砂：く小さい穴はうるしを詰めたり、持パリは砥石でl普き、その他は再製作するよ

り乎が無かった。今日では銭造欠陥は材質、持j告方案、鋳物砂の性質、溶解法等色々の問題に分類

研究されているが、背のj/J物剖jは鋳:f~！の製作に最も命をかけて取り組んでいた。

このため市部鉄！似の優美で・気品のある繊細な紺l工ほ他国の鋳物師のまねの出来ない事であった。

又欽 lUiの H質： ifi~い 1:1銑となっていたので、 j訪を沸しでも金気が出ないので、非常に賞讃されてい

た。 ≫.1.dのII¥る軟い欽）艇で沸した渇はお茶を入れるとJ::i茶の淡い黄緑色が烈く変り、味が恋くなる
がは、准,flも御仔知の通りである。しかし、現夜多くの南部鉄）促はI当銑でなく、金気止めの方法と

して、ねず‘み鋳鉄で・吹き、表面i処理！として酸化被膜を作る方法が採られている。もし皆さんのお宅

に鉄瓶があったら〈台所は、撚料革命で炭からガスヤ電気に変り、どこの家庭でも、湯を沸すにヤ

カンを使っていると思うので）その鉄）艇の蓋のつまみを持ち、火ばしか何か鉄の棒でカチンと1111t、

て見ると、チー γとi歪んだff色が仏胞の鑓より美しく搾L、たら、その鉄｝艇は金気の出ない向銑の鉄

瓶で、このチーンの美しい音色をUfJ＇－、ただけで鉄｝阪でお渇を沸したくなるう。

又、鉄）艇でお湯を沸かす場合、ヤカンを使うより燃料がかかり不経済と忠っている人が多いが、

鉄瓶とヤカンの熱伝導の差、形状、放熱性等につし、てもう一度考えて見ると、むしろ、鉄瓶の方が

平く沸く場合がある。
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次に、普の溶解技術を省りみると、現在より高さが低く溶解帯の短いコシキ炉を用いて、銑鉄、

木炭を装入し、送風｛主タタラかふいごで4人～8人で銑鉄150貫〈約500キロ）の溶解に8～10時間

を要したと云う。

これは現在の溶解技術と比べて隔世の感深いものがある。この溶解作業はお釜屋の主人が白から

あたり、その溶解技術；工一子相伝的なものであった。一般に装入原料の質が恋く、又送風拡が少L、

ため、渇の温度が低いので、渇まわり不良となり穴があいた事は考えられる。

実際この溶解失敗のため、倒産する（方言で、 「かまどけすJと言う〉釜屋も少なくなかったと

云われているの溶解歴史で最も大きな変化があったのは、今から約50年程前、今迄使用していた
主号守〈

粟木鉄や砂鉄の他に洋銑と云われた外国より輸入された銑鉄が始めて南部のお釜屋に入って米た。

この洋銑で吹いた鉄1院は今迄のものに比べてあまりl’二軟かくてびっくりしたものだと老鋳物師は悲！

ひ1Hしていた。

溶解の熱i原も木炭からコークスへと変ったが「栗木鉄は木炭で溶解した時でさえ、硬くて闘った

ものだが、コークスで溶解したらますます硬くなって、箸にも棒にもかからなかったJの言葉は非

常にUliピ,el＼，、。木炭溶解と同じ方法で1ま送風位が少なかったであみうし、コークス中の硫黄等が銑鉄

に入り硬くなったのであろう。以上述べたように南部鋳物師の血のにじんだ苦労と努力が、現在の

南部鉄）民の名をなさしめた事は間違いないと思う。現在では、金属材料、鋳造技術、表面処理等が

苦るしく発展して、鉄瓶のj告司~そのものに努力をそそいでいるので、昔流の名人気質の鋳物師が少

くなっていることは何んとなく淋しし、。

（岩手県工業指導所）

南部鉄器と流行歌

栃 －E
E

・e
－木 1芋 寸：

dじρ

過日水沢市において南部鉄ifil・についてのデザイン研究会が行われ、小生は［在峻関係がないけれど

も、製作技術上の問題が出るかもしれないから出席するようにとのことで出席し、中央・から来県し

た講師の方を中心に、今后南部鉄総はどうあるべきかを討論しているのをオプザアパーとして聞い

て、種々発三したがその帰途、公用市の，1，でつれづれなるままにラジオのスイッチを入れたら音楽

放送でリクエスト番組らしく、いろいろの人達が申込んでいろいろの曲がかかっていた。若い人が

多いようで小生耳にしたことのない曲が大部分であった。同乗の小生よりーまわり年下の運転手に

きいてみると、同じように余り聞いたことがない山とのことで、あらためて年を知らされたような
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%がした。と同時に30分前に討論した鉄器工芸品はこの放送をリクエストする人達にどのようにア

ピールするのだろうかということが気にかかった。勿論このような人達は庶民の一年令層で・あり一

部分であるから、年配の人もいれば、しぶL、趣味を好む人も多いだろうが、ビートルズなる曲を愛

し求める、若L、人達が今後成長してゆくにつれて、生活様式が合理化されてゆくことは想像され

る。鉄器もこれらの人々を含めた庶民にアピールするものでないと伸展をのぞまれないと思いなが

ら、南部鉄掠のうつり変りについて思いをめぐらしてみた。思い板塀、見こしの松のある家で、長

火鉢に鉄）阪がかかっており、チンチシとお湯がわいている。その火鉢の前にお’dさんが長煙管をく

わえている助而は芝居の一幕であるが、鉄瓶のある光影としてびったりである。しかし鉄瓶がこの

時代に庶民の生活に用いられていたかどうかうたがわしL、。というのは、鉄）艇は背は資重なもので

あり職人の数も少く、製造技術も低く、数量が少なかったことから、藩主とか大名が愛好して用い

ていたらしく庶民の生活に人ったのは江戸の末期といわれている。それはさておL、て、火鉢にかけ

られている鉄瓶は一番しっくりした姿で電気コンロやガスレオジにかけられている鉄瓶は、余りい

L、安でなL、。ましてやポヅトのお湯で・お茶をいれてのむにいたっては鉄瓶の入りこむ余地がない。

それでは鉄瓶はうれなくなったかといえば、不思議なことに昔と余り変りなく数世が生産され、売

れている。生産に従事している職人はたしかに減少しているが、生産の合理化でおぎなっている。

他の工芸掠が驚くほど伸びているのに比較すると鉄）艇は平衡状態であるので、斜陽産業で．あるよう

に！ど

和の初めカ‘ら日支．戦争以前即ち昭和14、15年頃までで、今老人となっている職人さんに当時の話し

をきくと面白い話しをたくさん聞くことが出来る。小生の知っている範聞でも、戦后から昭和30年

頃までは北海道を中心にして、よくも売れるものであると感じるくらい売れたものである。そして

形や着色が北海道にむくもの、関東にむくもの、都市にむくもの等．種々あり夫々消費地のカラーが

しのばれるようであった。 30年頃を境にして急にのびてきたのが民肌を中心にした生塑製法による

I：ぷ品で・ある。そして趣味の会が全国的に組織をもって多くの会只に1fi'1物を配布するようになり、

鉄加工去M1もそのブームにのって、灰皿、花器－、急須l低等、多量短期間に生産しなければならない

状態が数年統いて、業界は量産のための機械化をはかった。その結果モールデインクマシンにより

j告別ナる工場がi甘え、どのような注文にも応じられるようになった。

その！百も観光地のお土産品として急須瓶、風鈴が出る時代が今日まで統いている。加えて 3年ほ

ど前から恰紋きが非常によく出るようになって各種の栓扱きが生産されている。

このようにふりかえってλると題名のように鉄器もl止につれて移りかわってゆくものであること

はいうまでもなL、。時代時代の経済状態や庶民の生活様式に左右されていることは興味深L、。その

尚三大きい鉄鍋、五衛門風呂釜、風日鉄砲等を生産していた水沢地区の莱界が、それらを作る工場を

探すのが大変なくらい少くなり、比1.1'.に機械鋳物や工芸鋳物に転換した事実も、時代の影響であろ

うむ鉄瓶が~lばL 、状態で伸びないのに鉄瓶を小型にした急須脱が非常によく売れるのは、価格の為

もあるだろうが、鉄）慨に対して郷，愁を持っているあらわれで・はないだろうか。又スキヤキ鍋は昔か

らよく売れており戦后も現在にいたるまで憎々売れているのは、庶民の食生7,!iとつながりその向上

- 23ー



に関i師があり、更にジンギスカン鍋が最近よく出ているのもパラエテーにとんだ食生活をJ止めてい

るたぬと考えられる。

食生活の安定してきた昭和35年頃から花器や風鈴がよく出るよう i二Jなったの；上＇I：ム乃のお初乃あら

われで・あろうが、栓抜きについても昔は機能本位の形であったものが、段近生産さ .h て I.• 乙伶-tJ,r: き

は宰．内装飾をかねた動物の形をしたものとか、人形の形をしたものに陀抜きの｜市！Eを；wねNiiえたも
のが多く、生活が豊かになり、生活のうる：おし、をいかに求めているカ‘のあらわれとλてよいだら

っ。

今后ほどのような鉄捺工芸品を生成したならよく売れるだらうという・むについて：土、 ;f~'Jよし努り

しているし、小生迷としても、指導機関の立場から協力しなけれゴ，tら沿いが、それには庶民の今

后の生活様式を考えー郊の年令！骨にこだわらず、ビートルズもサーフインもPHfiJ'f.し、スそれらを好

んでうたう人達が世の動きにつれてどんな：款をうたうものか、どんな生活をするものかを・If1Hi 1二知l

りたいものである。とかくしているうちに市は慌岡の市街に入り、ネオンが美しく目に人って主

fニ。もう都会の庶民の生活：主東京も、仙台も、慌岡も大した違いはなくなり、使用される家出月j品

も同じものが用いられている。生活が合理化され便利になればなるほど、その反而、素朴にLて原

始的なものを求める気持が強くなり、それの対象に鉄総を考え、愛好する人達がどんどんふえて、

唄が世につれてうたわれるように、鉄総もlitにつれて変りながらも根強く、 l花氏の生7liにu透Lて
ゆくなら；工、南部鉄器の庵地としてうれしいかぎりであると一人ひそかに微笑した。

（京北支部幹・tf 、れf：県 IS~：指呼所）

山 Jf3 県 の 鋳 物

坂 イ三 j芭 犬

1、沿草

本県鋳物の代表 I11.tJ骸鋳物」が文献上見られるのは、約自JO年ijlj、延立；元年（1]56年）出；J;J按’伐

使斯波兼額がILI形i二入m；し築城の際に、小野田役左術門ほか8?iのi二地の鈴物ffl!iが用命i二Lt；じたこ
とに始まるようであるから、 JC祥；ま当然それu、 II甘の符で、－~，況には御冷泉天阜．と御宇段、｜λ~nrn c約
900年前）源頼義が阿部家征伐の命令を’受けIfI形地｝j各地に転戦の」1i柄従軍の鋳物師がこのj也をifil

れる馬見ヶ崎の砂と川岸のt：が鋳物iニ過するの？：.＇知って、’ギ．の京都・J.nh¥昼の際この地に闘って鋳物日iii

の祖となったと伝えられるがi珂かでなし、
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降って最 l－：義光の11＼：代（慶長年間1600年前後） lこL、たり業者数17、御免町として集団化し、領主

の｛来巡をう：十るにL、たりやや産地的な形態をとるに至ったもののようであるc しかして始めは主に

日用品、仏只などの小物のλを生Pr=：したようであるが、これらは地場消費のほか、ほとんど全国的

に分布すると見られるIH羽三111参拝者の土産品に購入されて次第に各地に広まったといわれる。た

だここでmJJ也となるの：U京料の斜地金や銑鉄で－あるが、銅I也金は多少産出したらしいが、銑鉄は全

く生院が，tく、その入手径路を調べてみるとさ当日寺のC!1ifrr物即ち米殺や紅花を京阪神でさばいた船は、

・h，｝り前；こ京阪神の小！日l物を主貨物とするが、これでほ船足が幹二く、日本海の荒海を航行するのに支

防がある仁そこでt；恨；二立ちょって、持；｝のパラスト用にむ見銑（イワミズク）をもYλ、出羽の国へ

:tS::Ar1；り111I：川の.1-:ifiEで、最後の首；jとしてこの銑鉄を降Lたものが、当時の鋳物業者に供給された模

慌てあるc・明・n：土til寺、及び1:-.11m-t近から旅したMi質－の木炭を！日L、たものだとL、われる。

j（の後＇（＇！..え：1()1ド（1GG9iド） ；二（主党銘；のごときた物の鈎j告も可能となり、引きあ弘、て禁裏御用を努

める者与どを見うけられるiこいだっTニ。

明治91ド（18761ド） 11 l形~， 1, I j てが；i安置され、県令三1::;J喧 1,lfの ~.~v医業の振興対策等；二より、山形鋳物

もi和i,,~ ifrr地活動がr,1;"1c化し、全l司的に名J!iが博．されるようになり日露戦争に当って業者のほとんど

が東京砲兵工廠に徴集され、 1泡仰の製造に従ったが、その技術は全国の業者に比しー顕地を抜いて

いたといわれる。明治431j.:( HH OiりにはH年の県知事馬淵鋭太郎が産地産業としての鋳物業の振興

育成につとめその対策の一環として、まず業界の組織化が始めて実施され、業者20名による「山形

鋼鉄；ri＋改良研究組合Jが結成された。一方県においても鉄瓶その他美術工芸品の振興策として講師

初勝、 J主jpJii持習会の開催、先進地見学、共同作業場の設置等を実施Lた結果、技術の向上誠に著し

き.Lのがあり、各地の博覧会に入賞するもの続出するに雫り、 1J1形鋳物とくに山形鉄瓶の名を斯界

i二Jl」めることとなった。

ti1 1次た戦後（土ーll!j：：機同持物も抗：しい伸長を見せたが戦後の不況と共に終息し、再び工芸品、日

用品の他府が主体となった。

UR利12・午日父市変勃re以来、 ・lltはあげて非常時態に入り、工芸品等所謂不急品の製造は次第に爺IJ
l,H を交；十、逆に IIB和13~，ミ8月者修品の製造が禁止され、その結果｛巷かに年間10倒の鉄｝艇が技術保存

の名iiでその製造が認められるにすぎなくなった。ここに至って業界は好むと好まざるとにかかわ

らず帆1,i生法HII機械鉛物の生it ；こ転換せざるを仰なかった。まず手;f{~蝉の製造が山形工業試験場の

指導で｜！日始され、雨後直接軍需あるいは関東地区を主体とする軍需生産工場の下請生産に従事する

ことになったc 又このHll2へ 3のアルミニウム鋳物1）坊が地元工場あるいは疎開工場として設立さ

れ、ここにアルミニウム鋳物工業の民税がつくられた。

日支 a杯変、 k.1'r,m11t白下と進展Lfニ今次大i肢もi昭和20年夏遂に、敗戦という形で、終結をつげ国内は

出乱しf=rtl民（土はな：土だい、物資の不足になやんだが、 ILL形j'J物も少い！宮（料恋い材料を克服しt.にがら

鍋2長、鉄）挺等のH丹］,'u＇，鋳物や；工；；ミ品鋳物の生産：；ニ再ひ

l日、 U－~機 Hffl：品写；機械jJJ物のf七時も II国次行なわれf:l:11~：の活況を呈するにいたった。就中本県にとっ

て析しくミシン I：業が時代の脚光をあびて大空く発足するにおよび、これにともなL、ミシン鋳物の



生産も急激に発展し、現在は全国有数のミシン部品生産地となり京浜地1£のミシン鋳物供給源とよ

っている。さらに工作機部品、電機部品、水道部品等の生産も！順次.tN/111しつつあるが、 －)j粉｛小川
白銑無芯ポールのような特殊鋳物の生産も年間数千屯に達せんとし、以近で（上優秀なl骨tJ守；耗持物の

生,ftも開始されつつあり今後大きく発展する様相を呈している。

又終戦と同時にアルミニウム鋳物の小工場が族出し航：笠機の廃材等の利用によつて鍋釜＇SミIIJI I,¥ 

の製j告を開始し、間もなく全国有数の産地を形成し最近では順次機械鋳物の生胞をも＇ P:施い之 l'd, 

その割合も次第に増加している状況にある。

2、現況

(1）工場の分布と規模

本県の鋳物工場；まその約80%が山形市にあり、そのほとんどは市の北部にある銅IIIJに集り、他の

都市はせいせ・ぃ数工場ずつ点在するにすぎなし、。 （第1表〉

第1表地域別、材質別工場数分布

一一一－－i-._白ーム－「銅合金－－ ~frム了訂 ・:--fITJi:%-, 
Ill 形市［ 54 I 11 ! 21 I 86 I 77.5: 

置賜地区 1 6 I o ! o I 6 I 5.4 

庄内地区 1 10 I 4 i 2 I 16 I 14 4 
その他！ 3 I O 1 0 I 3 I 2.7 

JI・ ; 7 3 I 1 5 l 2 3 11 1 1 I 1 0 () I 
向上，% 1 6 5 8 I 1 3 5 j 2 0 7 ,-1 0 0 I l 

（山形県鋳物協組述調在）

すなわち本県の鋳物は「Ill形鋳物Jで代表するものと見て差支えないといえよう。又中心l上鋭：鈍

物にあって、かつ日用品工芸品工場数の比率がかなりよ弘、ことが認められる。 （第2表〉

第2表品極別工場数分布

l銑鉄｜銅台金！終合金 i JI- ；同左%！
機械鋳物！ 41 I 5 I 3 i 49 1442 I 
工ぷ日用品 : 18 1 8 I 16 42 i 37 8 ↓ 

2 l 4 20 , 18.0 

15 I 23 111 '100 

兼 う長 I 4 

7 3 ．
 
1
 

・・2
B
一

S

さらに20人未満の小工場が約7割を占め圧倒的にちく tf:J小企業群の集団による姥j也である特長を

あきちかにしている。 （第3表）
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｜銑鉄（非鉄金属｜

1 人～3 人！ 1 2 9 2 1 

4 ，旬、， り 1 8 7 2 5 
~~ 3 ~長 規模日IJ工局数

1 4 
om和37'r手工業統計〉

I 0 1 9 5 1 9 

2 0 2 9 9 1 2 

3 0～ 4 9 8 9 

5 0～ 9 9 3 3 6 

1 0 0～I 9 9 1 1 ? ・4

2 0 0～・19 9 1 ¥ o 1 

6 6 
一一一 一一一一

( 2) ~t pg 

IPi｛和38年には日本鋳物工業会/Ju人の事業者のみでも30,779tをあげておりこの盛況は東北随一で

ある。 （第4表）大部分がミシン部品鋳物を製作し当地で全国の約70%を提供しているということ

であるがし、ずれも同内大手ミシ γメーカーにjij給した形でF供給されている。

第4表昭和38年東北地区銑鉄鋳物生産実績

！？己 ;,~--Jf~ 記子T－尚一川ι1子五汀玄白一円「i: * : 30.,79 i 24.501 1 11.421 I 3.448 3.119 : 2.os1 i 75.319 1 
l ん~iつよ「！←32~51 --15._z_l 4.6 :- -·-~u-, 2. 7「1001

( I］本鋳物工業会資料〉 (iji位 t) 

その他粉砕用 l~I銑ソリッドポールなどの銑鋳物及びアルミニウム鋳物の器物などでいずれも全国

的にむ名である。参考までに昭和34年からlli1和37年までの生時抗の変動を挙げると第5表の通りで

ある。

第5表生産M：と生産I誌の変動

生姥 .M Ct) 生産高（千円） ! 

I H百34 j 11il35 IIH37; U日34 ! nH35 j U337 

銑鉄 I16,347 ：川
銅 －｛， 合. I 10 54 I 63 , 30 . 233 : 25 , 120 : 2s , 997 

車王合金｜ 1.310 i 9印 i 979 : 309,259 j 312,429 i 325,895 
ill" I 17 , 727 ！丸…，－－32,285－／－♂7,535 _i! ,634 .081 b ,472 ,326 

< 3) ；没 h
h
H
H
 

M
抑 〈山形県鋳物協組調査〉

4:u：場の調ff結果（昭和35年山形市鋳物業界診断）及び全同との比較を第6表に示した。

月
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第6表機種別設備状況
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この表より見て設備充実が比較的進んでいると考えられるが、一面本県の設備状況は部内小物の

小品種多：，~；生産の特色を示しているものとも考えられる。次に同調査結果より銑鋳物工場のみにつ

いて従来日現校．との関係を求め第7表に示した。これは大工場の設備充実を示すのは勿論で・あらう

が同iiいこ小l：場も大I：助も共に生産品種、生産方式が類似している本産地の特－色を物語っているよ

うである。

第 7表従来品規悦別設備状況

！全 同 1 本県〈鉄）
¥,1 I 1 今一一←一一一一 一一一一－ ;!Li B/ A I l-:-11. H・ム 11工場当 -i ←ム Ir工場ゴIJ：場数以~Iii ，＿，数 工場数｜設vl,i口数ロ
I I I A I . B 

1～10 I : I 
(1～9) 423: 1.917 4.6 I 6 1 48 

11～30 ・ I I 
(10～29) 1. 203 ・ 10 . 185 8. s I 9 』 1 ：~6

31～30 I 
(30～49) 398 5,892 14.8 l 6 

51～100 
(50～99) , 282 5 • 64 9 ! 20. 0 : 4 
i 101～300 l ! 
(1（）（）～299) ! 197 7 .046 ; 35.8 : 2 i 251 

!-~ -H iLl石川sI 12.2 i ← 27 ：－－～ 

規 官l/i 考J

8.0' 1. 7 全同 t(J 6表
に同じ

1.8 l 規模側く ） 

1内は全同の表

l の！；ζ分を示す

lS. l I 

170 28.3 i 1. 9 

47.3 '. 2.4 J 工作機減は合
！まfJ:.＼，、

125.5 I 3.5 1 

29.5 ! 2.4 

191 

( 4）労務

前記調ff.資料の従業者男女別、年令日lj構成比をそれぞれ第8、9表に示しfニO 女f

で内宅；等的iこ；まIヤfT(60タぎ）が多し、。 '.fJ三令別には30才以上が多いのに反し20才未i怖が少く新規1l’4三

者．の｝函偏t嫌による彩手平が見られるようで．ある。

お



第8表男女別構成比

従業只 l構成比% I 

｜焼撚 i 男ト女｜
！人： I i 
1～10 ; 94 . 3 I 5. 7 I 

銑• i , I 
11～30 ! 84. 7 I 15. 3 I 

1：リ～soド7.9 I 22.1 i 
jt I 51～1001 sl.9 11s.1 ! 

101~-i~i~I 
! l 全 80.9I 19.l: 

＇.~！企訂I百！

3、将来の展望

第9表年令別構成比

構成比%

'20 才 120～25才；25～30才30～40才40～55才！ 55 --t・・ I 

未満！未満 i未満 l未満；未満 h 以上

銑｜男 l1.i.1 ,, 16.3 ', 19.1 , 31.3 I 16.3 2.9 

l女 1s.o 25.3 14.2 21.9 I 12.9 1.1 
鉄「一 一一一一←一一一一l
; l全 14.8 1 18.0 ; 18.2 30. 7 I 15.6 1 2. 7 ! 

・程合金 9 • 3 ! 20 • 2 : 23. 0 i 30 • 9 ! 14 • 2 2 .4 I 

本県においては昭和37年来「第4次山形県総合｜！日発計図」を遂行1.1，であるが、これはその1iiJ；こ策

定された「111形県長期経済計両Jの短期実施計画にあたるものであるが昭和31～33年の平均1人あ

たり 72,737111であった県民の所得を 1m和45年には188,309円（2.58倍〉に引上げ・ることに最終 1~1 僚

をおいた開発計画で‘あるが、ごのうち村山地区（山形市とその周辺地区）の鋳物工業を中心とする

機械仁会については、その発展性について相当の期待をよせ、その発展の｜羽子について、

( 1 ）すぐれた労働力の調達が容易

( 2）伝統的なすぐれた技術があり、関連下請はとくに有利

( 3）広い工業用地がある

( 4) i毘！支は平均（年） 80%以下で‘空気は￥＂1号泣

( 5）屯力供給条件も比較的良好

( 6）輸送条件は県内でとくに有利

などの清点をあげ今後一層の発展が期待される仁業という表現のもとに昭和：i4年の年波（金凶；製品

全般） :n億8千万円から中！日Jt:1 際の年次である llH和41年；こは60億4千百万円と約1.9佑，；二f1j1,£-J－.な

欲を強く訴えている。

これと平・行してその計画にほ仁場団地造成も計画されているo これによると市の東北部ftlll1 l似の

楯111附近の立谷川流域に機械鋳物工業を誘致したい官、凶が組み込まれているが、すでに・r11内鋳物企

業のうち数企業程が食指を動かしているようである。

以上の計画iと相まって、有利な採算の鋳物製品に仕立てるべく、これ，.：.は生産品種の拡大、生成

性の1,:Lf二及び新規鋳物技術の導入等について工業s試験場と業界はーメLとなって打開に私＇I_;ff~ Lてお

り、又若年労働力の確保の問題では県全体として何らかの有力な方法を講じており、業界の肢体I的

レベルアップについては昭和33年から山形鋳物職業訓練所を投立しIti卒新規採用者の教育にあた
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り、一方工業試験場に於ては昭和39年度より中堅技術者養成のための技術者研修の金属材料コース

が開講され、漸次盛況になりつつあるので、将来は111形鋳物の近代化への；,t肢が大いに期待され

る。

（東北支部事H千、 111形工業，試験助）

技術向上の為には

宮原 )I慎一郎

終戦直後のこと生産技術という妓術誌上で一度読んだことであるが、内科は戦時中ある鋳鋼I：場

の製品があまりよくないので、或る日発注元の海軍から肢’符官が調査に工場を訪れた。さて工場現

場にあらわれた取持官は、作業係員に金鑓を一丁持って米させて、社長以下立会って賠られる前で

鋳込直前でならべられてあった鋳型をJl・っばしから「ポコンポコンJぷっこわして行った。会社の

幹部はあっけにとられて見守るばかりであった。当日与：そこの鋳鋼鋳型は拘Ii訪の木明は使ってあって

もおそまつなもので、押渇の位置にはあるが、後でへラで切削りして作りきちんとしたものでな

く、 .illiJ\"'~法から考えればまことに，おそまつなだらしない鈎It'lであったらしし、c

それ以後その会社の製品は見逃える様に艮くなったという内容の記事であっと。要は安易な考え

jjを根本からくつがえし認I識を新にさせたわけで・ある。検ff.をやかましく瓦うところでは、製品は

良くなるが反対に検宜をおろそかに寸るところでは技術の向上がおそいことは多く経験することで

ある。

if{IJ定機 6''iの発明向上はし、つでも進歩発肢の氾要IJ~子である。これは鋳.. rl技術に限つてのことでは
なく、あらゆる而についてJえることである。なりゆきにまかせることなく自己の立場、相手の立

場、それをとりまく環境、この三つの要素を強く認識してそれに対する必然、的な要求（目標とでも

言うべきか〉を果す為積極的な努力を続けるかどうかが問題である。その認識なり努力なりが~gl 、

場合政没管理！とでも言うべきかよく討われる欣HH部fもその一つであらう。

強いタフな人間は家庭環境の良いとこらよりもむしろ逆境に育ちやすし日人！日j誕しも易きにつき

易いもので、苦しい場面に当而iすれば川遊L℃'i(Mと妥協しやすいものであるc 安易との妥協これ

が股漫管理放漫経営につながるι

或る若い「サラリーマン」夫婦が共稼ぎしていた。それで、生活は楽で・はなかった。ところが奥

さんが雄娠したので勤めをやめ、主人一人の働きに頼らざるを仰なくなった。 Mめはどうして生計

をたてょうかと心配したが、それに対する心構えを以って当ったとこら案ずるより生むが易し、初
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めの心配はどこへやら、なんとかやって行：ナるものであることを先見したとはニのf;-l 、］：＿人のパー主

であった。

亦一つの｛列lは従；！ご,ii-jl ltj ：ょたてていたが金融’j;：~｝.；が忠くなった。 最近ややもすれ：まその；十戸tiが く づ

れ勝りで銀行との接的にきひ’しさを力11えるに及んで、；1・11!1jの進行を'Biく製造＇；： （・・業部門に要求し統．す

た。なんとかその1::1(11:1 ,:r,出し伴てなる程遂行の九にはやかましく要求し 、その努力を続けれ：ぎなん

とかなるものですね、とは！反る経）11[「マン」の述懐であった。その経験は市じて強il、l士I(，日となるで

あらう。これはいづれもj析くあるベしこうすベきだとの強il、t也；；＼＼に立つてHi：し；IGめ好

した例で．ある。

：々ジ，；－はさげて！土ならない。／＇t'から－r，：いときの背労は'tiってでも Lゐとか、11f愛いいrには旅させ
ろとかいう ：－d~がある。 やかましく·：－i·われたのに対Lて不－＇Iιをもってするのでたく 、それをはげま

しのむちと考え｜村燥に立向ってfrってこそ大きな先展もWJi!f/1¥~ミょう 0 j;;¥! fr.をぞかをしく し必然的

な要求を，：＇；jくおさ、それに立，：，1う』11，々しさヵ、あってこそ先IL![i!,JJ－.もあり仰る。

以後につけ加えたL、ことは人！Illはち－えるuvJf11であり 、その年えのTl：しさと行列）Jの！主ftf',':1[1こよ

って持さがj』：ぅ。L、ずれにもせよ現状に汁する強！l、1[l l 、；l{:'.,i決ヵ：すべて物・J；.ーの ［スター トd であ

'.> 0 

（点」t1：川Jlj¥・J五 秋川金M i::iミ除式会社~ l: J主 ）

銑 鉄 あ 、ー f L 

千ー 出 II?{ 

'i; rの1',11r,:.1Ni:i>欽びん、そしてわか同政初の印式，：＂： iカiて初IU銑に成功した｝佳史をもつを[jの惜
~' f- . . ... . 。 れ H，~，灯台くから欽とふかい関係がある。 i旬 ；~＼鉄ひんといえiこれまたi燈リょが凸－ く~主 IIIJll'r

代iこ｛土じまり 、1H/;i;離の奨励もあって優れたものがつ〈られてきている。1/J年12Ji1 11；主 鉄の記

念11Jでこれは火山i刈任が安政4年12月111笹川の，，li公↑I、情9!f-にII本で初めて洋式点力｛をつくり近

代製鉄訟の鉱石r，恰）！で・銑鉄の11\銑に成功した H 会記念 L たものであるが 、 以米~:riにおいては鈍物

Jlj銑がつくられるようになり所，J'l「笠石銑！のII干名で持jiJ~よか ら u-f·,i'Iとをはくしているこ と U'. ｝刈 ）：11の

ことである。又現化！）（i｝【I行のふjユl川地j.,ZにfiO(iでの持物r.ti／｝が店主.＇iしているが、その発rri主i♀く，！，・
軌主fもつている。 このj也に光守｝Jiしf」J)j物1：よ裳l上80011'-0)/jf史と ともiζt堅11,の移り盟：りをへて、11土近

では11::11:J10億円近い生内好lを示しており 、京北では山形県に次いでおり 、このうち機械鈎物が70%

lよ；・i'11’tが25%、伐りの5%がなベ、かま、ふゐ欽！也吋；のlI flJ ii,'， とい う 梢Jili:であるが 、 この，，，で r.~

,¥i'，（こは特に作｜｜すべきものがある。「iI 民」にこの小2'':J:lllfかんJil近 511'-I/\J ；二 6 人 ものへ~riーをII¥
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し、ニのほかにこれらの人述と同等あるいはそれ以上といわれる技能者を数多く抱えており、こん

ごも続々と iI 展「F家が誕生するものとWli与され 「羽m」は全国イi数のJli物 i：ぷのlllfにな るであら

う － ー • • C 

F鋳物用銑．主会社により 、 多少の制i企あるも、笠イ1のJ劾介；こ例をi[UL ! ;l: 二一 Y ス f·）~Jll :1＼.のtNiJIIlえひ

HJ銑 f1＼：の減少によ り生~u日嵯肖り約百．円を附すべ 〈 、 メ 111：界一般のW1J ：二 、tr.:, L持物別の）j,:';jさーがj邑

則なる・，長。」 ・・－なる文~が銑鉄懇和会制 f銑$：）~版先！と ； ；ニ： 11 ていたC I別手11:) ;i＇・銑J'Ut!11J机イ？とfli鉄

管業者との鋳物用銑：ニ｜児する交渉の一節である。確かiこSiJ物用銑！主：mi.,1問銑．ニくうベ，：・：j-i,iMとして

（主治 ；｝ ；ニ くし・ものてあるc ~， u！，，の供給銑鉄の出荷ヒ規約として

’＋ ’r 級 m. ぷ iお1 1位 {ii¥ 4十ご .f:1/ 「バi b'i. 

厄i,rn＝：銑$1: s lJ :~. 50J-J.」： 1. 201:). iニ 1.50以卜 （）.：日以下 I O.U,JU.ド

，， Aり ，， ，， l. 80以 ド ，， ，， 

／／ B ¥} :3.00以上 I 1. 00以 L 2.00以ド 0.-IO以卜 。05以下
砂1\1~銑は航機（1／（段より ci, 111~銑） 2 %'JI・一

吋H年銑鉄（土lt :n門50銭｛伝であったようだが現住の金制にしてHI、v,i(:jかったことがtffiY.；される。

]l日和見年先行の鋳物使監をλると J.I. S f与物用銑の規絡に

｛ヒ乍成分（%〉

,:";jか持物用銑 1¥} 

2 ~.} 

3 ¥} 

C Si 

3 . 50 lJ. 1-. I 2 . oo～＇.LOO以上
γ I 2 .00~:~. 00。
庁 ！l.50-3.00 II 

Mn 

とJI＼てお り、昭和25年 1～6J j；ニ分析された，：＇：j力s銑の化予成分：こ

在E !i]IJ C 

輸 Jly( 1 I}) I :3.8j 

11 ( 1 I}) I 3. 66 

// （け外） I 3.38 

壬石（け外〉 3.21 

庁 （11:f) 3.75 

11 C 1ザ） 4 .20 

八幡 （1 I}) 

11 ( 2 IJ) 

3.53 

3.43 

Si 

1. R7 

1. 73 

1. 97 

1.48 

2.38 

1. 84 

ヨ.O:)

2.70 

Mn 

0.9) 

1. 41 

1. 40 

0.75 

0.76 

0.92 

0.66 

0.62 

p 

0.23 

0.23 

s 

0.050以卜．

0.080以下－

U . 120 J;J, -1,・ 

0.0:37 

0.080 

んいうのがのっている。SなんかJ I S M抗告fすーパー Lているものが多く 、i作｛j・－10J J 改正
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になったがfJ I S. iLでuくと0.005%(-',:,:':jくなるので、今llのキユホラ出似のSょう！：；ぃ、銑主主
カ；~·ら；こあったことに，＼る。ふ り返って現在の，：＇；j'ij－＇鈍物用銑をムるとMn 、 P、SのZえではなく他

の；泌fl倣；，＼：JLhも｜令.＂－＇＇）て少たく 、従ってJ S.鋭的も制分され全く今＇ ／＇，＇の感なしとしなしの

これは勿.16ui与鉄肢体I心さることながら日子炉段業技術の進歩があることをよ4逃寸ことが山米なl.. －子

jlfj 1~長11f1的：こなって恐縮であるが 、 ，i， くから笠了i銑：土持物業界：こおいて i', 1むをはく L ており 、 1止悶：こ

．おける持物銑シェアー（市場占（pf：りの却 1（占．を占めているC fuJ,1＆釜石の鈍物銑が良いのか、こ，h.

は釜石店鉄鉱を主体とした原料配イ？で－~＇；j炉；見filiをするからだとも云われていても乍11:J的にまだその

型山がわから，包L、。必る人！土銑鉄lI•；こ合される l敬： .－，：ノじぷが少いほどよいと云っており・WJ~そうなの

であるげれども、微：，：：元ぷ合1J ：~＼：が傾端；こ少ない ノ ルウニーのOB銑が非常iこ寸ぐjLたものとも云

t、切jlず、.／＇，の処余りrJと子がてEL 、。 何はともあれ~Ti銑で，·s: くてはならないという持物保：さんが多

いことはid：血、ことである。これは籾f代々 11長｛i銑が l~l 、 ！ と三い継がれて米たii；物序：さんから

H＼るJ.ii~ ：｛かりでたく 、 近代ぷ（，i/1をもち大下山の1上々たる肢体j私· 0)l、る大ーLl坊においてもし；ζし；主

主・われることである。このU¥J、｜見J，川の或る持物会n：・を訪.rtたときのことである。ニこの I)坊は比較
的，：＇HHlもあり 5tの熱風式キユホラをもっているが、原料銑｜内i必に他社の銑鉄カ＼うず尚くつまれて

l ＇るJ;·11・4人に釜石銑が｜ちんぎ り 」 とおL、てあった。 案内 してくれた｝j ；こ 「釜山銑~:t~f’u 、ですか

？！とさ’いたとこん 「釜石銑lよiJ.；；のわるいときにへれるんですよ。釜Ji銑を人れると不店、品と，湖r
がj（（るんです・• • •· ・o l ',1 ）ぽ決~いですな・・・・・・。」 と いって笑っておらJl た。宝石銑が入ったので尚の

,ill,] ( IJ＇；杭 ったのか 、 成はたまたま偶然の一致でカ1の凋 h'1~ 11' 1： って良 くな司たのか 、 IJj(I却まは勺きり

しないけjLど、we:の，／，1;では Itilj.物hこは釜石銑はチノレが入りにくくてとても，r,1t、ていますよ・・・・・・・…。J
とのことであった。 川はともあれ、銑鉄の研究にたずさわっている私にとって笠石銑が何故鋳物

にし、L、銑鉄なのか究lljjしなければならない大きなつとめがあり 、向車llj］の了二段をあれこれと母えてい

る今11此凶であるc

な ヲ・、・
） と

（点」tJi ，·切I~咋 ·Ji: ',,;,; t別鉄 釜石製鉄所〉

も 度 円

くb 子－

この1)ii 、 ｛~1i11·の自Ii i刈先生と一杯飲んでいた11 1· 、 いささか小付：この｜免 、 メー トルがあがり、ついl守

↑ふも市iこなり 「私；土持物のnxをうけるll!j:、特；こ会社でl1f1めてのものをうけるlk1：、3 11 3 l斑与－えぬい
て、2 Jnll Jま’・c-l;t ＇）.之I!たしでも、3 Jnl NのI試作でbX:.lJJすると倣：！日がなL・1のはう！？向。 と大ふうし
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きをこJう；fた。先生（主こ，／L,.::. ('j t:Q ｛どうって下さって、ニん：:c，；丹念された肉；－1写？どか引・l詫ートる11!1、 :1 

In! fl二，;t..区、す標的を射止めてしまう ・…。それ，l上1InJ 11 ( t銃のタ℃ιJ/,jべ、2111111.土この Y七を弱；

め、 3111111l之このク七をY;・えて先！泡するからだ0..と

とこうカ’fli物：エ：，＼：産；こなってから川組か起ると必ず「E弐作のlly,tょ，y・司fニノし:'.: ；＇.；：・… ー！といーJI:・ 

ぷをlj{lく。｛確か；二郎物；ii:J；胞の2次元の要114よりもi／え11lの不良を＇ UJ':&il＇、iがあり1(1i削ルーも'.J:11./L /lo 

Vtし」ょの’Hl'i.Nよひ経験に照らし、J,くのy.g1,4 ，；ど取・JLつ、ぷ作をすφ時、2～3のイ，fi｛（：必要（）4
をむr~ 1 I叶IIで：主どれを/iit:かめ、お2111111.こはど札をIYJかにするか、的H';ltこゐ11(( J~ もってぷ「i：をや

.it ::: . 3 r芝！！の1E1r'（のg諺jl!iり3田村；ニ！まものになる官三。

この引，illi；こもの．こなった要悶を牧Jll[し、「i,;t名・にこれをJlllWtさせ、Ii/I：’j：；ごJi肱：：：せ .iL'. .t. (11］の

「スf'F の：1~，・1よかったんたか…・・。 という I;·,tfUJ • 少なく仕る！ι ぅ。

とんな持J古}j案て・も，tH,tというものよなL、。 必すl亙れたhtと、こも欠点があるつJ!IIγ，必ずi1：江し.., 

：ーしなげ.!1.::t:ならぬ点かある筈た。こ.itを切JI躍にするのが，バ「｜：のlI (J(Jである。

師｜判先生の射慢の，11；が、よ年初のぷ｛午をやるH干のよい1!(7ポを与えて下さった ；，川氏みのぷ仰と Lff 

腔したt欠ぜ；てある

(!l •Jt..!i 却Jll ＼ ・，長 ?1,t1日，:mr.1株式会社 ljお・J主）

..[.,,. 
仁3 の 広－1 ｛政 /1、K

:FJ己

:JI: Ill 克 也

(111-f，のjぐにの；Itjむl：’九件）1モ研究計の一日j；；ニlri'.き忘！lられたように －·f；の ）＇（；＿·戸 ~ekn顕微鈍がi＼トケ

ース．こ納1~，ている。 fl、が jぐ下の研究宿；ニ幼めることになったのは11｛｛干11281ド －1 J jだからも・〉今《I＇・て

12年二もなる 吋W'r:t大、｜λ先生、之民｜司仔i’下 ，，，て 先生の.~！：院の〆イヤル；ニ：主 従，，司 I とだけ，＇：・かれて

あってその後、l':1f.HIJ：主HHかすの慌てあった Ji". l · Jjl先生の rmfy：•二府任の校拶におf.. Jし、Lfニ折、t-;ijij

f,,J ~マりたいII、と lltlかjLて鉛鉄のJ針。Rを研’＇Stしてλたいとお件えした 、11,n!j,( ;tミーハ十イト持政が

utrしいこうて、f与iさえ1f(1Hi，ニ少：，＼.の添加物を与えることによ，，て主任i，：村ηヵ； f；：しく l••I I：するとし

〉瓜匁：，t鉛鉄iニ興味合作っしのならんffjしもt,l),I見！心。Ii'の一つ；二数えていたと思う r 今 汚－えると先’1-

の1iiiてやIl,ぷ．土＇J:いのも工iかなく 、とうせぶ・〉なら少しがfしいことと.＇,l＇.ってそうえ 4 たのだが、し

かにも初。下行の,i;,いそう化ことで、先，，：は似行ii.笑lて、うんそれも1(1i(1そうだとに、やって九ゐ

か。そんなら角；ゲ）l験室が良いとぷわれて合同l；γ：科本町iー｜併の－m:1Wfti.1lの！ぶL、’（験布告r指定して

ドぶ った。その日ii段、ニfj' ）て仏ゐと 、 ：：~rr,1の’）ご験fh二 下型店のエレマカ 1がて台 、 大三ーな木；Iii ’k験frの
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上：二宮irfrJJ.立が－・ftli'1t、てあった今これが弘と，iii述。りふ ！主iir＜鋭；こ！土fReiche-

rt」と銘打つであり 、後二六千先’七のおぶで：主浜fi:J文民がトーfツWI学乞 J・えてf,}ff！さ ！L；る」Jr、彼の

同で；）：めら，／LてI,¥:l.i}ふれたしので、金J,1:,T・，戸F十，JIJif.後；；I.，と＇－ ・,¥f;・：.：・，ちるかJ・日,f-11切ij'.ウことζiιI;

.itる。そ.itからし，；！：.ケく：土、’Ji，－：討〈．こi：＇，＇.くと研究 it<> ，：：•！＝＿.二心とく fr!'.h! Lて．よかなわ，ニいという .i->

げで・教授ネ：；二安ii/：さ.il、大、｜ξ先’L＝.七；f<i'i＼のニとが j:I.、；｝l・） ヰうぞう‘せてrrえ三かっ三そうで、i兵fl：先
生の，：・：；i皮H.i!Jの研究や．浜（I：‘六千両先生の状態凶,J）／司fJr..；こ：:i:.'i））合先J'rl（したuの℃・おう会c在、が

’jミ坊主て この顕微鏡；ニ下を自tit，れたの：ますで；二20 {j'.以 I:" f屯j1.i Lた．ちとで、さすがの iReichert 

おもん分く ，とひjLて‘鈍筒．ニ：よあ！jがつき、レンズも 1＇.川Cイ4のものなかすふで t ド引の~，J( し l予減し

て子会J誰itて L.まらくするとピントがポケる状態であ円fニ fニだ （i~ ｛f；·本と；111辻レンズゼヴ.！hめて

シー＼・ープで、)..:.l、；こえ［会良くして愛用 した3 弘のt.L与と．、うか、Mlぬというか、とくに持1，；制椛
： ま (i~ （自：｛－（で、全体を把！以すをことが大切でその筏i: :i 'ill.＇~.＇：を思い切って，：·：；倍本で見ることが必要と与え

てL、ゐヵ：．これら・案外二jLしウ・良く見えるレンスか祭かっと三ゐ；こせん.＇cニと‘二三〉ざるな1＇｝：＇：仁川、

ったのう、七切れない

この11二から10数年／BJ小：!f::：研究の’手生 2～3(Iととも；ニこの日，H出立金過してSlij'l;；コ1mtを眺め作し
てjぐた よ じめの2～3~1'· 1/\J ：土 Il l：心の持政！よ小生のjよ＇· ったよ・わたr~l、削を！.！.せて＼.itす、ニ・〉包つ

Reich-てく.it、ああなってく.ILというt、うなだめずかすのだが一一ついついす－7'トリア生れの
er l ~' れにもつら〈、I.¥ってしまうことが多かった。 し刀、しどんだん在、もi!iSJ」の.；，r;をllH：ナるようにな
ってjぐた。（＞＜ふ：十のソ：山本で顕微j誌をのJ了L、ているとその組織が！”Iか訴をL；うパナて米ているような

弘（が’Fる こんどはこうやって人なさ L 、。そしたらきっと~~1Jfjの忠った通りの変化が現わjtるかも

う1:11!1.必いぜといったようえEふりでーある。今までは無Fliや・Jこちらのパー分を聞かせ.tうとしてもがんと

してよl1t,1きむし＇cかったのだが、こちらが的か；ニ；丹念II}Jl、て守ると鈎鉄なんて’土三外おしゃべりうし

くいらんな1M111.J；をひっきりなしにしゃべってく itる ()fl微J}lを泊してf)j欽とa日をしながうむや

み‘こ，r,i1'1がっているうちに10年以上 うかうかと過してしまったとL、うのが弘のうhすねのないとこら
-・ .,_ ' 、，！＇），》 ＇）0 

fJj鉄の.＇.＇－~鉛削減、 JJ主J也組織 、 その11-1 .:lミてくる ，，~iij-：よど全く千変Ji化でまだまだこの会，j,f;，土、＇.，分続

きそ？と，ちる。このごみは少し”時 （；このりすぎて籾愛与る持鉄Ltをこ！コしてそのこわれかごをWi微

i立でのぞいている。こbしカ‘た；二 j,い，.）l、，〉‘ち

Jコじhとくりカ、えして1111げてムf二り 、点的iをこすってらたリ 、温度をあげてiI：をかかLdこり 、般に

つ：ナてへらしてλたり ‘顕微鈍で持以の：｛！：I！〔うをllfll、てF・5んていゐとい〉令くげしか 1;)!1~1,i· 誌といわ

j訂正ならない。 しかしこれもどんなことがあってもくし）・ばいιたな鉛鉄lニガってもらいたい一念
かうと Ii・，iiてはするものの、トIとい.，・cもす支ないiiI lでbる、，Aとん，＼：.’j、’，よ；こいや%を起したのか41r
(fji/) Reichert trも｛史・にそっ．まをr向いて拍の • l • iこ l'IJ-r；ニも→てし Iど寸た。 ’t；土政：，：，J ij ：二大住院z北

f,/j/充実町というお 17.で研究宅に－f~析しい｜司Jli'tの顕微鏡が入った、 すでに三： I·Ii :i':・il：.の JI(,';f史に耐

え、その以後唱と小ノUmき乎比，... mにまで在いのJj；こ鞭うってつ斗（，..， ごく，ILた沼愛なる Reichert
ηは、祈人りのかっこ良い問。i'.:l1fi微鏡とくらべて‘iえるといか、こ しt,i・i－.： しく 、 tfi之：まli'i；え去るの
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み ！と言ったかどうか、そっとヶ一久に納めて部屋の陥iこRli'1'1止さつられてしてった次市である

私はときどき特にこの顕微鏡のゆいしょを話し、我がJ位wのW，、，m史：ニおしてi皮の来し た（：＇（.：大t(
るn献を讃えるのであるが、向としてもそれは－Jあの－／tJ/fりと しか受け取司て山えず‘を fニ、~の

京も／？吏そんな請はllrlきたくもなL、。？？、教授’や：で古物のように大切．ニさ.ilた良きJl!r-

代を一人思い出しているのかも知れない。

近頃はil.HJ組織’下も進歩し、近代兵；f.1を駅（1!して立体構造、成分fliJ折、組織分｝！？など光・三顕微鏡

Reichert 

しヵ、し

同時；ニオ玉、町二千草子ー；こ使える研究道具として光常顕微鏡の来す役＇） ii］（土台「！の倍々しさはナμ、；こしても

ますます,fi:喪となることはゆlらヵ、で、lL、などから＇；・わせると正：i級な研究設備がふえれ：fふえるほど

この小さい、ありふれた顕微鏡が大切にされifしく所用されね！またらん：いと！ιぅ。

だ：十では何とも心；干，（（くなって米たe これも科学の進歩の必然でTF：；こ円ぶべきm争である。

:n乞 しλじA
となぐさめ、そのう；をねぎらいたL、ものと 、to:Flの忙 しい作しの：，，でふっとおとすれる竺しL、ll!j,1/IJ'
にそんなことを考ーえることがある。

Reichert とまれfnJll'j，のIIか.J毛い研究’奈のJm•J.ょを背｛'tl、絞げた泣い児問ノUtの

ょl£北J..:... f: r:＇下；＇ft¥JJ)J教授〉（バdt.!i部FP:・I五

H本鋳物協会点北支持IS目白剤；＼3Q年度経過、限公

めじ1、｛ま

昭和37午l!'.[i二本栴（1(_Jtc;ii・;j'.柄引を開始してからすでに 31Hf¥l、支ia；大会へつJ支fH,i/ldJJ会など多‘，；；tc

これ；ニ「ドな って点」tの持物業界の;i部に付するJIil仰が深まりこれを慌り立てて

ff こうとする気運が生れ、~ぐる l昭和 10il＇·慢の東北における全岡大会：こ｜匂 って立iにブJiW 1. 、歩入が路λ

( j-・Jトカ；rlt.i:J,J.Lt.こ。

HJされている。以下本年度の経過について述べよう。

2、第 l回理事会 （llf{和39イl三5川3011、点北大学金以工学科会，謀本：〉

2-1、11:llの改巡

支部規約によるf'..tllの改選が支部会iiの』I):裂によりfj・tr.われた。そのキ.'i'f、IIH平1130、」01Jcl交のn・
nは次のようである。

（点北大学工学部〕

〈八戸高工可）

’3
 

1

、
，・5
・P五

広

栄

ヨ

ι

・・『』
、マ，，、

i

s

’
 

斗．

f

E

ノにJ主{fl; 支

~H 

Uft阜県会属材料s試験所）
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,,, Ill 何日 一 fUS (11:1切i持jむ工.t)

ノノ
I‘’l i品 尚治［！｜； C 1!f-iU:11 L所）

，， 大 11-J 向え en子大学，：，主i',1;)

，， 五j j也 .'.¥.' 、 en r持i幾i：た）

ノ／
1・. A二 j自宅！~t （・，－~－； !:-m1；壬｛i製鉄所〉
IJ 

，， 下 t: i~ ( ＇；＇；－干·MT1~ -tl'i;i+所〉

I/ Jt= 1 H ドl;; C f:I, 111 jミザ：鉱lIi’下部〉

，， ＇：－・V牟E: 高〔 )li!i ft!¥ （秋山金M工業〉

，， メL 田 弓E CfよrHりIしT；ι試験）l,j)

II （会；｜・〉 :JL 111 事11 （見i北大学金』1JH同ト花所）

庁（総f;-5) チ1: /II 克 也 ( 見f」tたって：I:q:/a;) 

// ｜対 禿 !J{J ( ti"Lt点目銅〉

II 近 1！！長 立t ( / i G製｛’i将j-)

// 五百 川 (1I 1Jf｝仁於ぷ股}j,))

，， ヲミ 口 千代 ｛公 （原山j：与j当日Ir)

，， 同｛ ！日 店、 三郎 (1 II形屯銅）

-{/ j去 ~i- JI! i広1 七 （カネシチi,ljj告所ー）

，， た.t,、． (tii1仏製鋼）

ノノ 相ll fi 主主 〈大｜仮；t船、子宮1鋼所〕

ノ／ ，久→．・ J.l[ 進 ( (Jr述製鋼〉

，， 千 代 .& ¥!I. （常煎製作所〉

，， 潟7 H 的： i)l、 Ct,L1;;;9,i機械工民指む所〕

・,r，七"・ 村 f!II （京北特殊鋼〕

，， }~i 木 弘 3丸ix.山 01£北企図〉

・N：’ 日l 知l (!,j[i下i'f.j~；仁~ ）

I/ =r・ ru H日 C,}; I：製鉄釜石製鉄所）

／／ 11,1 i勾 ll:.、 〈む了·M にx~指導19D

II 上4 ～ シ （駄IJ IY，~ T$，~，験所）

// 休 ｛か、 』，J{; （東北大＇f:T＇.＂｝＇：却〉

，， 渡 ill 融 (!,j[,lt大’下 じ’γ自jl)

// iM長 !TI III!, 夫 しト；11l製作l~r)

II -!Ji 本 Jl! 」二ー (1111杉i:X,A!Yi!H,)) 

II t,{j J 11 正長 （名手II持jti~i") 

:z -2、nn和39{1.：：皮切業計画
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三七；~三！立の’］；： Ji としてはム：部総会を釜石rliで 、 JIと北 .l ；~；辿 ｛t研究発表会を f1l1 ·f-trl iて行なうことに決

定し、その他各地lよ1j1.（たでJlH・h1'f;,1コ心となり会Jl相互の技術研究会をJiつようにする。研究、，；.t論

のテーマの選択や会のJ主将などの点で具体的検討は/I＼来ないが 11,,.1::1 の車内＇1~をねらよ って検， ； .t を市：

れることになった。

3、釜石市における支部大会

8 Jl21 I 1、2211の両11、山 i：製鉄径百出JJ；所においてllHHl：された。参加q，込古-ti71う、’F阪の11¥1.'i','

者約100:f，でイ磁のて出況であった。総合、iif{J端的会、恕i割合、1てj初見ヴ：会（笠1i：白itrnr):cとが
行なわれた乙以下i二段術川ちiiの概要；こついて述べよう。

下市街fli.，主i去の現状

11 本シヱノレモールドt61.i会J支f.t,j(百；ji

。
氏L

、

d
H
Y
 

中ド、j 
r
 

‘，r
 

1
 
2
 1
 しかもその、J-tL、が要求t,1iWilわむfL::t数多くf'I・られる鉛jι・，＇u'，の寸法がどれもことごとく lrijじ航で、

された寸法ι／U1ぐるだけ近いことを1：的としている。鉛物の、liムJしをを金刑、木！S'J. 、 鉛）~~に起閃す

〆イキャスト作・1f 

のぷX： 、 砂 ｝~~ili物の，；；し千J鈍；t11!j:・およひ冷却！日』：二発生ーするlLtなど利lかく分別し 、 その原｜刈と防止法

について述べた。その他最近のt,'i街持活iLとしてホットプローイン〆法、低IE・3与造法などを紹介し

また敗恨の軒目：化；こともえ ってnu：坦ーとなって tた｝＼I抑止法｛f物の研’Jcの if（~性を指摘 した。

るもの、j苫iw、／ii史化、p』！？！制lv：て；白f1¥rj，の寸法ぷノY：先11=.fi（肉、シェルモールド‘、

持物_I）坊の近代化につL，て。
氏

多数の統，Jrtin，ニ札とづき鋭物11=.vt.:,1：の，＇，／述な iff;~ょと JTl ；主｝］IJ；こ Si!.t.:..,1伝来機倣：！日よLプjf(ij の上t,f(の）•(I

/JI!をぷし、 [ti]II~，；二大呪舵l)t｝；のJf) /JII と持物＂l業て叫の発脱が 111：界的削l••Jであり 、 L 、かlニ鈍物ー仁l坊の

介111 三和持j主l討の：抗取締役

近代化、（，}II!_化がHtiff¥t:) tているかをlljjカにした。その町内として鈍物；こ対する；／，；＝＇.！，！！家の夜間が戸i

rt化 ． 厳守l化したこと 、 Sli物U/?i の進）］，：、／，｛・：1~n,1n光の刷雌nーをあげ 、 ／;-fをのS-1』物寸：i：のi；担勢とし

(~~) .:-o捗

C 5）新 し

( 2) -1：均当りの~！二 j)f',: （土附加するだ心う 。

( 1 ）クji動II!jcl:¥I(主短縮され11金は上るだんう 、

C 1 ）鋳物内需~・：t J1"iJJ11-tるだらう、て、

( 6）技術計、七一ルスマン、引：Jll!_・fi :1i~が ），~！，＼

呼！”！化十るだろう、

L、製；t)j ；＼と瀞lしい材料の平I）月jがJ仏んするだんう 、
( 7）鈍物はより；存く 、より強く 、より斡く 、，＇illりfl;:も小さくなるだら〉、 と

数（ま減少し！L1l1化、

にi1r:JJ11-rるだ，＇；う 、

指摘した。

製鉄mロールの特徴と製造法
}1.;銅WWJi.：.γ：.￥＇d迂

。
n:: ＇）（二/'I ？？ l・'l 

またJJl{E：各製

鉄工場で用いられているローノレ村自のrc11誌の（11）として、£11:IJ，.＇！.＼鉛j;/J鋼ロール、j卓心ffeli)色・ローノレなど

の；下総IIをfW，託したc 今後のロール先限のためには、カ・ って鉄鋼協会ロール研究委ii会が来 した役＇,Ill!

flHJ；製ロー／レ、銅製ローノレを分fa'(I 、 その IIX:分、組織 、｜サ口 、 別法の~n:".lを述べ 、

メーカーとユーサーが.•IJJ. 、ぷ·4＼を .f'!J,・’M って .1-t論できる研究~H会のがi/JX:が引まれる。
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4 .金属関係学協会東北支部連合研究発表会

l内：fド；ニ，；I走J’：l

fよ。n-1λf益凶ρ£会、il本鉄鋼協会、日本持物協会、ii本i'ff.持協会、ll本鉱業会などの各京」t.'.({fl；が

辿イ？して行なう もので今同の，高品ii絵、政－14、そのううiii物協会IX.I係はつぎの5排出であ ったc

0 W添加lアシキユラー強制鋳鉄の研究

O 銅鋳物の持；i欠陥について

0 各桁銑t1：の微；，；：元 .；t と！日鉛球状化．山~村民

0 ダ 0タイル鈎j1：のtr：，：：効日l
0 1'1銑における！日鉛析11¥f幾出

京北大企研本H¥l、II！日両氏

hぷ，＇；製鋼金f-、坂本、三科lの三氏

山！？製鉄千ill、小航、Jl'・I司の三J...C:

II本j;':j阿波 h111H；、市川両，氏

｛火川大中 ,-r 川 氏
この研究発表会！土11f.{j'.fj-われるT＇どで！ Ii北主郎会nの活発な研究発長が明支.!Lるn

i1 • Blanc 博士来仙

アランスNi物工；佐技iイ令I七ンタ一 G巴orgesBlanc昨J:J:: li：；士IIイ、．鈎物協会抗G511】

に;jご11され、その後｜！本名地を税策され、1lJJ;Wけから2211までf11if？を品川された。主部で：之れり，＇，

担I!.・Ji.・と辿絡をとり 、2011は11hf，ホテルで拡迎レ七プシコンを行ない、これには仙介市長、m会議j去
もIIJITi'iされた。2111(i京北大ヴ：金属材料研究所の此学とエヴ：市金~~Tア灯、｜で講出会を!tl：した。 ；持主ii

足iElはつぎの3註jで長ll年H¥lにわたり Blanc 円七の制する研究所の活動状況について述 べられ

た。

0 フラン久鈍物ーに荒：技術センタ ーの組織と；,r；動状況

0 種々の相，.1，への鋳鉄桃1ix:::ic J；の分配

0 ねずム持主；I：の部性的性町 、 ~l匡性係数およびj成氏能

2 2 IIは松山に初11＇案内し旅のi＆れを捻 していただいた。

6、第2回理事会 （11（｛羽139年12rll2JI京北大学金限工学fl会s誕生：〉

み；イ！＇－／立の (.f:；品幸fH1r‘会計報（つを’が議したのち、!If{和4011'・1立の協会1l受’n:古Ht的合本市より依頼さ
れたので·／1）~Mi告を決定した。

_i!i;'fg 会キfiはみよ 1ド出 2 りを発行する こ と と し 、 その制~!lth:Hとして各県ごとの鋳物業界の紹介を， ，，

心とし、 その他論説、lらfi:tFなどを伐り込むことをきめ、各以来料の制介はれM，）：験所｜日li系J111.・ll-tど，1,

心lこおWJ!l、することにした。

支たWrJll!. · Ii： と して 、 rMJ；以Iし機械-1：~1行i！事r9r J~新村好弘氏 fすよひ ｛ iを製作所近l除:iit I ilJX：を／Jllえるこ

ととした。

っきrにII（｛和・IO句.j定114:持物協会秩Jt月大会が前の本；＇；j¥Jlj!·]l.・ ｛~において以北地I，＜でf j・われることに決

定｜ たので傾ノJ;n E：持した高山県、講副会地、，；'.l'.(11/it..cどの関係1,,fAl1fi'て 1 0日 2：~、 2.:1 、お「l ； こわた って
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rr なうことを決定し、 実行委H 会主ピ組織して r.r；発な出動をllf�始することにしたc
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あ と カξ と『
』

--
1却会'fi乃皆防；ニ会総出2号をおJ,:i（す放しτfすν,j,:1j'.. !:. tiと，Itτ it~会全jtq I~会h ・·.1:aル htすの

こ，itを機会二会1裂を全i司から参保される）j ：々こもSlていただ主 、リ（北ノ）j)ffJ；こつ；＿・℃iJIJ.fli!、ー‘

\7Jf•. 、たたくつもりで制中rr~i... 、たしを した。 iil-11 多忙小以前会お’併せ下さいま l －：－二件付．の御lif.(i；；ニit

く感謝L、たしますc 友紙：土山北大・I大学院／J;:_1臨む氏の御｜必））；こ．ヒ・J主＇－二 C. !Ji t三て御礼it;I: 1「

交す。 ( Jj: 111，；己）

I i 本持物，~,j ｛さリ｛北支部

r,1, f? rli版小路 w北大’下 l’'f:,・'11；金属ーl；午：朴jJ、i
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